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2― Abstract ―

Hermeneutic Studies on the Text of the Man’yoshū Focusing
on the Waka Group of the Missions to Silla

YAMAZAKI Kenji

The current work examines the Waka Group of the missions to Silla which compromise the 
15th volume of the Man’yoshū.
The impetus for this group of poetry to be recorded in the Man’yoshū is usually thought to be 

that the deputy envoy Otomo no Minaka sent records of the poems composed at each point of 
anchor during the voyage to Otomo no Yakamochi.
However, there are various theories regarding how (by what process) the compiler interpreted 

and took down the poems read during the voyage by anonymous (or unknown) authors. The 
present researcher takes the stance that as a rule, anonymous poetry was from members of the 
mission of low rank which were read at each stop, and takes this supposedly anonymous work to 
be removed from the topic of inquiry, due the inability to conclusively confi rm any facts about 
their compilers.
The current work limits its inquiry to the clearly ‘historical’ part (3612 to 3722), consisting of 

the poetry read at each point by members of the envoy supported by both formatted introductions 
and authorial annotations, and has removed the portion from the opening’s farewell exchange waka 
group up to the collection of local works from consideration (3578 to 3611).
Through careful inspection of the situation described in detail by the prose introductions and 

glosses, the progress of the party in their voyage becomes clear through the scenes demarcated 
by stops in each point of anchor. Also, from the point in the voyage onwards from the accident in 
which a headwind set the group adrift, in each of the prose introductions explaining the state of 
the voyage at each stop, words expressing grief have been inserted, and through change therein, 
the troubles of the party experienced during the continuing journey are continuously emphasized 
in smaller units of waka, like a theme and variation in music. In each scene, members of the envoy 
both lament the passing of time, and continue expressing longing for their spouses, and the 
deepening state of their sorrow is expressed through the prose explanatory notes for each scene.
Also, when the subject of contiguous sub-groups of waka differ, places exist where the 

technique in which common elements are extrapolated from both preceding and succeeding poems, 
and used in the prose heading of a poem to form a connection has been used, and thus narrative 
incapable of being expressed solely by arranging poems is borne out by prose introductions.
To interpret, not only through poetry, but also through careful consideration of the format and 

content of prose introductions, the main theme of the waka group of the missions to Silla, ‘meeting 
the wife in the autumn’, the dynamic composition of this theme across the group has been made 
clear.
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特
別
研
究
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1
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司

 
萬
葉
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釈
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研
究 

―
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羅
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を
め
ぐ
っ
て

―

は
じ
め
に

　

近
時
、
萬
葉
集
の
編
纂
の
捉
え
方
に
関
し
て
、
潮
流
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
。
身
﨑
壽
「
万
葉
集
巻
七
論
序
説
」（『
萬
葉
集
研
究
』
第
二
十
七
集
、
塙
書
房

二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
構
造
分
析
＝
共
時
態
（
静
態
）
分
析
と
資
料
編
成
分
析
＝

通
時
態
（
動
態
）
分
析 ）

1
（

と
を
融
通
無
碍
に
混
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
、
神

野
志
隆
光
「「
歴
史
」
と
し
て
の
『
万
葉
集
』
―
『
万
葉
集
』
の
テ
キ
ス
ト
理
解

の
た
め
に
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
七
巻
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）
に
代

表
さ
れ
る
一
連
の
論
文
に
よ
っ
て
、
安
易
な
動
態
分
析
に
よ
る
成
立
論
的
理
解
が

否
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
拙
著
『
大
伴
家
持
の
歌
群
と
編
纂
』（
塙
書
房

二
〇
一
〇
年
一
月
）
は
そ
の
渦
中
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
個
々
の
作
品
を

制
作
時
に
詠
作
者
が
置
か
れ
た
状
況
に
即
し
て
解
釈
し
、
そ
れ
ら
が
歌
巻
の
中
で

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
詠
作
者
と
編
纂
者
と
が
一
致
す
る
大
伴
家
持

の
日
記
的
歌
巻
、
萬
葉
集
巻
十
七
〜
二
十
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は

編
纂
に
か
か
わ
っ
て
題
詞
・
左
注
の
あ
り
よ
う
を
分
析
し
た
結
果
、
題
詞
や
左
注

の
書
式
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
・
空
間
を
異
に
す
る
作
品
同
士
を

内
容
的
な
関
係
性
で
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
大
伴
家
持
が
個
々
の

作
品
の
制
作
段
階
に
お
け
る
意
味
と
は
別
に
、
一
定
の
期
間
を
お
い
て
編
纂
段
階

で
読
み
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
意
味
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
昨
今
、
萬
葉
集
の
成
立
論
的
理
解
に
対
す
る
批
判
的
言
辞
を
見
る
こ
と
が
多

い
が
、
各
巻
で
編
纂
方
法
を
異
に
す
る
萬
葉
集
に
あ
っ
て
、
大
伴
家
持
に
か
か
わ

る
部
分
に
お
い
て
は
、
資
料
内
外
の
情
報
に
も
比
較
的
恵
ま
れ
て
お
り
、
制
作
時

点
の
意
味
と
編
纂
時
点
の
意
味
と
を
区
別
し
て
「
成
立
論
」
的
に
解
読
す
る
意
義

は
、
な
お
十
分
に
存
在
す
る
と
言
っ
て
よ
か 

ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
巻
十
五
を
構
成
す
る
「
遣
新
羅
使
人
歌
群
」
を
と
り
あ
げ
て
考
察

を
展
開
す
る
。
本
稿
が
こ
の
歌
群
を
と
り
あ
げ
る
理
由
は
、
詠
作
者
で
あ
る
遣
新

羅
使
人
（
以
下
、
使
人
と
称
す
る
）
た
ち
が
各
地
で
詠
ん
だ
時
点
に
お
け
る
歌
の

意
味
と
、
萬
葉
集
巻
十
五
の
前
半
に
一
大
歌
群
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
編
纂
物
と

し
て
の
意
味
と
の
間
に
、
大
伴
家
持
の
日
記
的
性
格
を
も
つ
萬
葉
集
巻
十
七
〜

二
十
と
類
似
す
る
要
素
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

　

こ
の
遣
新
羅
使
は
天
平
八
年
六
月
に
難
波
を
出
航
、
途
中
幾
多
の
困
難
に
遭
遇

し
な
が
ら
渡
っ
た
新
羅
で
は
、「
不
受
使
旨
」（『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
二
月

十
五
日
条
）
と
い
う
扱
い
を
受
け
た
ば
か
り
か
、
帰
途
対
馬
で
大
使
阿
倍
継
麻
呂

が
死
亡
、
副
使
大
伴
三
中
も
病
の
た
め
二
か
月
ほ
ど
遅
れ
て
拝
朝
す
る
と
い
う
、

悲
惨
な
運
命
を
た
ど
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
群
が
萬
葉
集
に
収
録

さ
れ
る
に
際
し
て
は
、
副
使
で
あ
っ
た
大
伴
三
中 ）

2
（

か
ら
資
料
が
家
持
側
に
渡
っ
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人
麻
呂
の
羈
旅
歌
八
首 ）
14
（

」、
吉
井
「
遣
新
羅
使
人
歌
群 ）
15
（

」、
伊
藤
博
「
遣
新
羅
使

人
歌
群
の
原
核 ）

16
（

」、
原
田
貞
義
「
遣
新
羅
使
人
等
の
歌 ）
17
（

」
他
）
と
、
②
副
使
の
大

伴
三
中
と
見
る
説
（
武
田
『
全
註
釈
』、
窪
田
空
穂
『
評
釈
』、
山
田
「
萬
葉
集
と

大
伴
氏 ）

18
（

」、
迫
「
大
伴
三
中
と
遣
新
羅
使
歌
の
主
題 ）
19
（

」
他
）
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
資
料
を
同
一
人
の
手
で
筆
録
し
た
か
ど
う
か
は
証
明
で

き
ず
、
い
ず
れ
も
可
能
性
の
域
に
留
ま
る
。

　

編
纂
者
に
つ
い
て
は
、
①
大
伴
家
持
を
想
定
す
る
説
（
大
濱
厳
比
古
「
巻

十
五 ）

20
（

」、
吉
井
「
遣
新
羅
使
人
歌
群 ）
21
（

」
他
）、
②
大
伴
三
中
を
想
定
す
る
説
（
原

田
「
遣
新
羅
使
人
等
の
歌 ）

22
（

」
他
）、
③
大
伴
池
主
を
想
定
す
る
説
（
後
藤
利
雄

「
遣
新
羅
使
歌
群
の
構
成 ）

23
（

」
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
萬
葉
集
巻
十
五
の
編

纂
以
前
に
、
航
海
の
途
上
で
一
行
中
の
某
人
に
よ
り
、
歌
稿
を
整
理
し
な
が
ら
部

分
的
に
歌
を
加
え
た
り
、
注
記
を
施
し
た
り
す
る
「
編
纂
」
に
準
ず
る
行
為
が

あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
、
容
易
に
決
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

筆
録
者
に
つ
い
て
は
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
だ
が
、
編
纂
者
に
つ
い
て
は
す
で

に
先
行
研
究
が
題
詞
・
左
注
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
に
、
家
持
の
使
用
例
と
一

致
ま
た
は
酷
似
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
遣
新
羅
使
人
に
よ
る

歌
の
記
録
が
萬
葉
集
に
組
み
込
ま
れ
る
に
際
し
、
主
題
の
明
確
化
を
企
図
し
た

「
編
集
」
作
業
が
家
持
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
、
先
ほ

ど
述
べ
た
よ
う
に
、
航
海
の
途
上
で
部
分
的
に
「
整
理
」
が
行
わ
れ
た
可
能
性

も
、
遣
新
羅
使
人
一
行
が
悪
天
候
の
た
め
に
た
び
た
び
上
陸
し
た
ま
ま
数
日
を
過

ご
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
徒
然
を
慰
め
る
営
み
と
し
て
十
分
に
あ
り
得
る
。

ま
た
、
遣
新
羅
副
使
で
あ
っ
た
三
中
か
ら
家
持
へ
と
い
う
歌
稿
の
移
動
に
関
し
、

従
来
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
こ
と
だ
が
、
三
中
が
帰
朝
し
た
の
は
天
平
三
年
の

正
月
、
当
時
家
持
は
ま
だ
一
九
歳
（
養
老
二
年
誕
生
説
に
よ
る
）
で
作
歌
活
動
の

初
期
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
坂
上
郎
女
あ
た
り
を
経
由
し
て
入
手
さ
れ

た
と
解
す
べ
き
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
家
持
の
関
与
を
認
め
る

た
と
す
る
見
方
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
作
者
不
明
歌
の
詠
作
者
の
捉
え
方
、

旅
中
に
詠
ま
れ
た
歌
の
筆
録
者
の
捉
え
方
も
含
め
て
諸
説
が
あ
り
、
今
一
度
、
前

提
を
明
確
に
し
て
お
く
必 

要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
歌
群
冒
頭
に
お
か
れ
た
作

者
不
明
の
悲
別
贈
答
歌
十
一
首
（
三
五
七
八
〜
八
八
）
か
ら
、
後
半
六
首
で
柿
本

人
麻
呂
歌
と
の
校
異
を
示
す
当
所
誦
詠
古
歌
（
三
六
〇
二
〜
三
六
一
一
）
に
至
る

部
分
を
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
、
題
詞
や
作
者
注
記
の
あ
り
よ
う
か
ら
使
人
た
ち

が
各
地
で
詠
ん
だ
体
裁
を
明
確
に
し
て
い
る
「
実
録
」
と
さ
れ
る
部
分
に
限
定

し
て ）

3
（

、
右
に
示
し
た
分
析
方
法
を
応
用
し
な
が
ら
歌
群
の
主
題
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

一　

先
行
研
究
に
対
す
る
本
稿
の
立
場

　

本
題
に
入
る
前
に
、
本
歌
群
の
詠
作
者
、
筆
録
者
、
編
纂
者
に
つ
い
て
、
先
行

す
る
諸
説
を
一
瞥
し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
作
者
不
明
歌
の
詠
作
者
に
つ
い
て
は
、
単
数
説
と
し
て
、
①
一
行
中
の

無
名
氏
（
井
上
通
泰
『
新
考
』、
鴻
巣
盛
廣
『
全
釈
』、
土
屋
文
明
『
私
注
』
な

ど
）、
②
副
使
で
あ
っ
た
大
伴
三
中
（
武
田
祐
吉
『
全
註
釈
』、
迫
徹
朗
「
大
伴
三

中
と
遣
新
羅
使
歌
の
主
題 ）

4
（

」、
古
屋
彰
「
萬
葉
集
巻
十
五
試
論 ）

5
（

」
な
ど
）
が
想
定

さ
れ
た
が
、
九
十
六
首
に
及
ぶ
作
者
不
明
歌
を
一
人
で
制
作
し
た
と
は
考
え
に
く

く
、
現
在
は
③
複
数
説
（
山
田
孝
雄
「
萬
葉
集
と
大
伴
氏 ）

6
（

」、
粂
川
定
一
「
巻

十
五
論 ）

7
（

」、
高
木
市
之
助
「
新
羅
へ ）

8
（

」、
藤
原
芳
男
「
遣
新
羅
使
人
等
の
無
記
名

歌
に
つ
い
て ）

9
（

」、
伊
藤
博
「
万
葉
の
歌
物
語 ）
10
（

」、
井
手
至
「
柿
本
人
麻
呂
の
羈

旅
歌
八
首 ）

11
（

」、
吉
井
巌
「
遣
新
羅
使
人
歌
群 ）
12
（

」、
平
舘
英
子
「
遣
新
羅
使
人
の

歌
群

―
人
麻
呂
歌
の
挿
入

― ）
13
（

」
な
ど
）
が
定
説
化
し
て
い
る
。

　

筆
録
者
に
つ
い
て
は
、
①
録
事
・
史
生
な
ど
一
行
中
文
書
を
取
り
扱
っ
た
無
名

氏
と
見
る
説
（
井
上
『
新
考
』、
鴻
巣
『
全
釈
』、
土
屋
『
私
注
』、
井
手
「
柿
本
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「
船
」
類
・
廣

　
　
　

 

右
一
首
大
石
蓑
麻
呂  

（
三
六
一
七
左
）
／
左
注
な
し
（
三
六
一
八
〜

二
一
）

4　

 

従
二

 

長
門
浦
一 

舶
出
之
夜
、
仰
二  

觀
月
光
一 

作
歌
三
首
（
三
六
二
二
〜
四
題

／
左
注
な
し
）

5　

 

古
挽
歌
一
首<

并
短
歌>

（
三
六
二
五
〜
六
題
） 

　
　
　

 

右
丹
比
大
夫
悽
二 

愴
亡
妻
一 

歌
（
三
六
二
五
〜
六
左
）

6　

 

属
レ 

物
發
レ   

思
歌
一
首<

并
短
歌>

（
三
六
二
七
〜
九
題
／
左
注
な
し
）

7　

 

周
防
國
玖
河
郡
麻
里
布 

浦
行
之
時
作
歌
八
首
（
三
六
三
〇
〜
七
題
／
左
注

な
し
）

8　

 

過
二 

大
嶋
鳴
門
一 

而
経
二 

再
宿
一 

之
後
、
追
作
歌
二
首
（
三
六
三
八
〜
九
題
）

　
　
　

 

右
一 

首
田
邊
秋
庭
（
三
六
三
八
左
）
／
左
注
な
し
（
三
六
三
九
）

9　

 

熊
毛
浦
舶
泊
之
夜
作
歌
四
首
（
三
六
四
〇
〜
三
題
）　
「
舶
」
―
「
船
」
廣

　
　

 　

 

右
一
首
羽
栗
（
三
六
四
〇
左
）
／
左
注
な
し
（
三
六
四
一
〜
三
）

10　

 

佐
婆
海
中
忽
遭
二 

逆
風
一 

、
漲
浪
漂
流
。
経
宿
而 

後
、
幸
得
二 

順
風
一 

、
到
二 

著
豊
前
國
下
毛
郡
分
間
浦
一 

。
於
レ 

是
、
追
二 

怛
艱
難
一 

、
悽
惆
作
歌
八
首

（
三
六
四
四
〜
五
一
題
）

　
　
　

 

右
一
首
雪 

宅
麻
呂
（
三
六
四
四
左 

）
／
左
注
な
し
（
三
六
四
五
〜
五
一
）

11　

 

至
二 

筑
紫
舘
一 

、
遥
望
二 

本
郷
一 

、
悽
愴
作
歌
四
首
（
三
六
五
二
〜
五
題
）

　
　
　

 

一
云
、
美
知
之
伎 

奴
良
思
（
三
六
五
四
左
）
／
左
注
な
し

 

（
三
六
五
二
・
五
三
・
五
五
）

12　
 

七
夕
仰
二 

觀
天
漢
一 

、
各
陳
レ 

所
レ 

思
作
歌
三
首
（
三
六
五
六
〜
八
題
）

　
　
　

 
右
一
首
大
使
（
三
六
五
六
左
）
／
左
注
な
し
（
三
六
五
七
〜
八
）

13　

 

海
邊
望
レ 
月
作
歌
九
首
（
三
六
五
九
〜
六
七
題
）

　
　
　

 

大
使
之
第
二
男
（
三
六
五
九
左
）
／
右
一
首
土
師
稲
足
（
三
六
六 

〇
左
）

／
一
云
、
安
麻
乃
乎
等
賣
我/

毛
能
須
蘇
奴
礼
濃
（
三
六
六
一
左 

）
／

場
合
、
家
持
に
よ
る
編
集
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
、
歌
稿
を
入
手
し
た
人
物
、
も
し

く
は
そ
の
人
物
を
介
し
て
歌
稿
の
内
容
に
関
心
を
持
っ
た
某
人
に
よ
っ
て
「
補

整
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
起
こ
り
得
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
特
定
の
人
物
に
よ
る
編
纂
と
い
う
捉
え
方
は
せ
ず

に
、
題
詞
・
左
注
の
書
式
・
内
容
と
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
歌
の
内
容
に
つ
い
て
、

本
文
に
即
し
て
分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、「
本
文
解
釈
学
的

研
究
」
と
い
う
い
さ
さ
か
大
仰
な
論
題
は
、
こ
の
観
点
を
承
け
た
命
名
で
あ
る
。

　
　
　

二　

 

題
詞
・
左
注
の
内
容
か
ら
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
遣
新
羅
使
人
歌
群
実
録
部
の
展
開　
　
　

　

使
人
た
ち
が
航
海
の
途
中
各
地
で
う
た
っ
た
歌
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
「
実
録
」
と
み
な
さ
れ
る
部
分
で
は
、
停
泊
し
た
場
所
・
時
間
帯
・
状
況
等

を
題
詞
に
示
し
、
詠
作
者
の
う
ち
上
位
の
身
分
の
者
は
官
職
名
、
下
位
の
者
は
無

記
名
、
中
間
的
な
身
分
の
者
は
実
名
を
そ
れ
ぞ
れ
左
注
に
示
す
の
を
原
則
と
す

る
。
全
体
の
状
況
を
見
と
お
す
た
め
に
、
ま
ず
歌
の
部
分
を
除
い
て
、
題
詞
・
左

注
の
み
を
す
べ
て
挙
げ
て
み
よ
う
。
な
お
、
引
用
本
文
は
『
萬
葉
集
C
D-

R
O
M
版
』（
塙
書
房
）
に
よ
り
、<　

>

は
小
字
、﹇　

﹈
は
注
記
、「
題
」
は

題
詞
の
略
、「
左
」
は
左
注
の
略
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
ま
た
、
解
読

の
便
を
考
慮
し
て
、
返
り
点
を
付
し
、
長
文
の
題
詞
に
は
句
読
点
を
施
し
た
。

1　

備
後
國
水
調
郡
長
井
浦
舶
泊
之
夜
作
歌
三
首
（
三
六
一
二
〜
四
題
）

　
　
　

右
一
首
大
判
官
（
三
六
一
二
左
）
／
左
注
な
し
（
三
六
一
三
〜
四
）

2　

 

風
速
浦
舶
泊
之
夜
作
歌
二
首
（
三
六 

一
五
〜
六
題
／ 

左
注
な
し
）「
舶
」
―

「
船
」
廣

3　

 

安
藝
國
長
門
嶋
舶
二 

泊
礒
邊
一 

作
歌
五
首
（
三
六
一
七
〜
二
一
題
）「
舶
」
―



6

20　

 

廻
二 

来
筑
紫
一 

、
海
路
入
レ 

京
、
到
二 

播
磨
國
家
嶋
一 

之
時
作
歌
五
首

（
三
七
一
八
〜
二
二
題
／
左
注
な
し
）

　

1
〜
20
に
挙
げ
た
題
詞
は
、「
備
後
國
水
調
郡
長
井
浦
」、「
風
速
浦
」、「
安
藝

國
長
門
嶋
」
の
よ
う
に
、
一
見
す
る
と
不
統
一
の
よ
う
だ
が
、
通
過
し
た
場
所
に

つ
い
て
、
新
た
な
国
に
入
っ
て
最
初
の
停
泊
地
に
は
郡
名
を
記
載
す
る
原
則
が
採

ら
れ
て
い
る
ら
し
い
（
1
・
7
・
10
・
14
・
16
）。

　

た
だ
し
、
2
の
「
風
早
浦
」
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。『
代
匠
記
』
や
『
萬

葉
考
』
で
は
備
後
と
し
、『
略
解
』
や
『
古
義
』
は
『
和
名
抄
』
の
「
高
田
郡
風

速
郷
﹇
加
佐
波
也
﹈」
の
存
在
を
指
摘
す
る
も
の
の
、『
全
釈
』
が
「
高
田
郡
は
安0

芸0

の
東
北
隅
の
山
地
で
、
海
に
臨
ん
で
ゐ
な
い
」（
傍
点
筆
者
）
と
し
て
以
降
、

こ
の
説
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
2
の
題
詞
に
「
安
芸
国
」
と
書
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
そ
こ
に
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
こ
の
題
詞
の
下
に
掲
載
さ
れ
る
、

　
　

我
が
故
に
妹
嘆
く
ら
し　

風
早
の
浦
の
沖
辺
に
霧
た
な
び
け
り 

（
三
六
一
五
）

　
　

沖
つ
風
い
た
く
吹
き
せ
ば　

我
妹
子
が
嘆
き
の
霧
に
飽
か
ま
し
も
の
を

 

（
三
六
一
六
）

の
二
首
に
関
し
て
、
つ
と
に
『
拾
穂
抄
』
が
「
君
が
ゆ
海
辺
の
宿
に
霧
立
た
ば
あ

が
立
嘆
く
い
き
と
知
ま
せ
と
よ
め
る
を
思
ひ
出
た
る
」
と
冒
頭
部
悲
別
贈
答
歌
群

中
の
三
五
八
〇
と
の
内
容
的
な
関
係
を
指
摘
し
た
が
、
伊
藤
博
「
悲
別
贈
答
歌

群 ）
24
（

」
は
安
芸
の
国
名
が
な
い
の
は
「
霧
を
靡
か
せ
霧
を
呼
ぶ
『
風
速
』
の
名
に

興
を
ひ
か
れ
て
整
理
者
家
持
が
創
り
添
え
た
」
た
め
と
判
断
し
て
こ
の
二
首
を
実

録
部
か
ら
除
外
、
さ
ら
に
吉
井
巌
『
全
注
巻
第
十
五
』
は
瀬
戸
内
海
の
海
霧
が
夏

に
は
発
生
し
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
題
詞
の
み
な
ら
ず
歌
に
も
問
題
が
指
摘

右
一
首
旋
頭
歌
也
（
三
六 

六
二
左
）
／
左
注
な
し
（
三
六
六
三
〜
七
）

14　
 

到
二 

筑
前
國
志
麻
郡 

之
韓
亭
一 

、
舶
泊
経
二 

三
日
一 

。
於
レ 

時
、
夜
月
之
光
、

皎

流
照
。
奄
對
二 

此
華
一 

、
旅
情
悽
噎
。
各
陳
二 

心
緒
一 

、
聊
以
裁
歌
六
首

（
三
六
六
八
〜
七
三
題
）
西
・
温
「
此
花
」
西
は
「
花
」
ヲ
朱
デ
消
シ
テ
「
美
」

　
　
　

 
右
一
首
大
使
（
三
六
六
八
左
）
／
右
一
首
大
判
官
（
三
六
六
九
左
）
／

左
注
な
し
（
三
六
七
〇
〜
三
）

15　

 

引
津
亭
舶
泊
之
作
歌
七
首
（
三
六
七
四
〜
八
〇
題
）

　
　

 　

 

右
二
首
大
判
官
（
三
六
七
四
〜
五
左
）
／
左
注
な
し
（
三
六
七
六
〜

八
〇
）

16　

 

肥
前
國
松
浦
郡
狛
嶋
亭
舶
泊
之
夜
、
遥
望
二 

海
浪
一 

、
各
慟
二 

旅
心
一 

作
歌

七
首
（
三
六
八
一
〜
七
題
）

　
　
　

 

右
一
首
秦
田
麻
呂
（
三
六
八
一
左
）
／
右
一
首
娘 

子
（
三
六
八
二
左
）

／
左
注
な
し
（
三
六
八
三
〜
七
）

17　

 

到
二 

壹
岐
嶋
一 

、
雪
連
宅
満
忽
遇
二 

鬼
病
一 

死
去
之
時
作
歌
一
首<

并
短
歌>

（
三
六
八
八
〜
九
六
題
）

　
　
　

 

右
三
首
挽
歌
（
三
六
八
八
〜
九
〇
左
）
／
右
三
首
葛
井
連
子
老 

作
挽
歌

（
三
六
九
一
〜
三 

左
）
／
右
三
首
六
鯖
作
挽
歌
（
三
六
九
四
〜
六
左 

）

18　

 

到
二 

對
馬
嶋
淺
茅
浦
一 

舶
泊
之
時
、
不
レ 

得
二 

順
風
一 

、
経
停
五
箇
日
。
於
レ 

是
、
瞻
二 

望
物
華
一 

、
各
陳
二 

慟
心
一 

作
歌
三
首
（
三
六
九
七
〜
九
題
／
左

注
な
し
）

19　

 

竹
敷
浦
舶
泊
之
時
、
各
陳
二 

心
緒
一 

作
歌
十
八
首
（
三
七
〇
〇
〜
一
七
題
）

　
　
　

 

右
一
首
大
使
（
三
七
〇
〇
左
）
／
右
一
首
副
使
（
三
七
〇
一
左
）
／
右

一
首
大
判
官
（
三
七
〇
二
左
）
／
右
一
首
少
判
官
（
三
七
〇
三
左
）
／

右
二
首
対
馬
娘
子
名
玉
槻
（
三
七
〇
四
〜
五
左
）
／
右
一
首
大
使

（
三
七
〇
六
左
）
／
右
一
首
副
使
（ 

三
七
〇
七
左
）
／
右
一
首
大 

使

（
三
七
〇
八
左
）
／
左
注
な
し
（
三
七
〇
九
〜
一
七
）
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ま
楫か
ぢ

貫ぬ

き
舶
し
行
か
ず
は　

見
れ
ど
飽
か
ぬ
麻
里
布
の
浦
に
宿
り
せ
ま
し
を

 

（
三
六
三
〇
）

　
　

大
舶
に
か
し
振
り
立
て
て　

浜
清
き
麻
里
布
の
浦
に
宿
り
か
せ
ま
し

 

（
三
六
三
二
）

か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
地
に
は
上
陸
せ
ず
に
先
を
急
い
だ
こ
と
を
反
映
し
た

も
の
で
、
原
則
は
貫
か
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

　

左
注
に
は
詠
作
者
名
の
ほ
か
、
異
伝
（
11
・
13
）、
歌
体
（
13
）
が
記
載
さ
れ

る
。
詠
作
者
名
に
つ
い
て
、
記
載
が
あ
る
歌
数
は
三
一
、
記
載
が
な
い
歌
数
は

八
〇
で
、
記
載
の
な
い
箇
所
の
割
合
が
七
二
％
と
か
な
り
高
い
。
そ
こ
で
詠
作
者

名
の
記
載
が
な
い
部
分
に
、
編
纂
の
段
階
で
編
者
の
手
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
歌
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
生
じ
て
く
る
。
13
の
「
右
一
首
旋
頭

歌
也
」（
三
六
六
二
左
）
と
い
う
左
注
に
よ
る
歌
体
の
表
示
は
こ
こ
の 

み
で
あ
る

が
、
三
六
一
二
と
三
六
五
一
に
は
脚
注
形
式
で
「
旋
頭
歌
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る ）

26
（

。

　

さ
て
、
題
詞
・
左
注
の
あ
り
よ
う
を
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
一
行
の

旅
の
状
況
が
い
く
つ
か
の
場
面
を 

区
切
る
形
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

1
〜
9
で
は
異
質
な
5
・
6
・
8
を
含
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
内
海
を
計
画
的

か
つ
順
調
に
航
行
し
て
い
る
様
子
が
、
各
停
泊
地
、
通
過
地
で
の
様
子
を
描
く
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
一
方
、
10
の
題
詞
は
、
思
い
が
け
ぬ
逆
風
に
遭

い
、
漂
流
し
て
想
定
外
の
地
に
漂
着
し
た
こ
と
が
大
き
な
事
件
と
し
て
強
調
さ
れ

て
い
る
の
は
勿
論
だ
が
、
1
〜
9
と
対
照
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
歌
群
全
体
の
流

れ
の
上
で
も
転
機
を
示
し
て
い
る
。
11
〜
13
は
筑
紫
舘
か
ら
博
多
湾
一
帯
で
数
日

間
滞
在
し
た
時
の
詠
を
集
め
た
部
分
で
、
天
候
あ
る
い
は
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
、
先
に
進
め
ず
に
い
る
一
行
の
様
子
が
、
他
の
部
分
と
は
内
容
を
異
に
す
る
題

さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
こ
の
部
分
に
は
編
者
の
手
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
位
置
に
霧
を
詠
む
二
首
が
お
か
れ
た
の
は
、
実
録
を
資
料
と
し
な
い
冒

頭
部
と
実
録
を
基
に
す
る
部
分
と
を
接
合
す
る
際
に
、
主
題
を
再
現
さ
せ
て
提
示

す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
3
の
「
安
藝
國
長
門
嶋
」
に
郡
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
17
「
壹
岐
嶋
」、
18
「
對
馬
嶋
」、
20
「
播
磨
國
家
嶋
」
と
同
じ
く
、
島
に

お
い
て
郡
名
は
記
載
し
な
い
方
針
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
16
「
肥
前

國
松
浦
郡
狛
嶋
」
に
つ
い
て
は
、
唐
津
湾
の
西
北
の
は
ず
れ
に
位
置
す
る
神
集

（
か
し
わ ）

25
（

）
島
と
み
ら
れ
、
島
で
あ
り
つ
つ
郡
名
を
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は

九
州
本
島
か
ら
大
陸
に
向
か
う
拠
点
で
あ
っ
た
唐
津
に
近
く
、
交
通
の
要
衝
と
し

て
「
亭
」
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
と
は
異
な
る
表
記
が
と
ら
れ
た
も
の
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
船
を
停
泊
さ
せ
て
上
陸
し
た
場
所
に
は
「
舶
泊
」
と
表
記
す
る
こ
と
も

一
貫
し
て
い
る
。「
舶
」
は
古
辞
書
に
「
舶
、
海
中
大
船
」（『
広
韻
』
入
声
二
十

陌
）、「
舶
、
菩
各
反 

大
舩
」（『
篆
隷
万
象
名
義
』
舟
部
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、

大
き
な
船
の
意
。
遣
新
羅
使
一
行
を
乗
せ
た
船
の
表
記
は
「
舶
」
が
ふ
さ
わ
し

い
。
な
お
、
3
に
つ
い
て
、『
補
訂
版
萬
葉
集
本
文
編
』（
塙
書
房
）、『
新
編
全

集
』（
小
学
館
）
は
校
訂
に
際
し
て
類
聚
古
集
・
廣
瀬
本
の
「
船
泊
」
を
採
用
し

て
い
る
が
、
類
聚
古
集
・
廣
瀬
本
で
は
こ
の
歌
群
に
お
い
て
「
舶
泊
」
と
「
船

泊
」
と
が
混
在
し
て
お
り
、
3
の
み
を
「
船
泊
」
と
す
る
理
由
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
他
の
例
が
「
舶
泊
之
夜
」（
1
・
2
・
9
・
16
）、「
舶
泊
之
時
」（
18
・
19
）
な

ど
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
舶
二 

泊
礒
邊
一 

作
歌
」
は
書
式
が
違
う
と
判
断

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
4
「
従
二 

長
門
浦
一 

舶
出
之
夜
」、
14
「
到
二 

筑
前
國
志

麻
郡
之
韓
亭
一 

舶
泊
経
二 

三
日
一 

」、
15
「
引
津
亭
舶
泊
之
作
歌
」
に
照
ら
し
て
、
3

も
「
舶
泊
」
と
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
7
で
「
周
防
國
玖
河
郡
麻
里

布
浦
行
之
時
」
と
あ
る
の
は
、
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は
、
歌
意
を
明
示
す
べ
く
適
宜
漢
字
を
宛
て
て
示
す
。

　

1　

備
後
國
水
調
郡
長
井
浦
舶
泊
之
夜
作
歌
三
首

　
　

 

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に
行
く
人
も
が
も　

草
枕
旅
行
く
舶
の
泊
り
告
げ
む

に[

旋
頭
歌
也] 

（
三
六
一
二
）
大
判
官

　
　

 

海
原
を
八や

十そ

島
隠
り
来
ぬ
れ
ど
も　

奈
良
の
都
は
忘
れ
か
ね
つ
も

 

（
三
六
一
三
）

　
　

 

帰
る
さ
に
妹
に
見
せ
む
に　

わ
た
つ
み
の
沖
つ
白
玉
拾ひ
り
ひ
て
行
か
な

 

（
三
六
一
四
）

　

2　

風
速
浦
舶
泊
之
夜
作
歌
二
首

　
　

 

我
が
ゆ
ゑ
に
妹
嘆
く
ら
し　

風
早
の
浦
の
沖
辺
に
霧
た
な
び
け
り

 

（
三
六
一
五
）

　
　

 

沖
つ
風
い
た
く
吹
き
せ
ば　

我
妹
子
が
嘆
き
の
霧
に
飽
か
ま
し
も
の
を

 

（
三
六
一
六
）

　

1
で
は
第
一
首
（
三
六
一
二
）
と
第
二
首
（
三
六
一
三
）
が
「
奈
良
の
都
」
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
望
郷
の
念
を
深
め
、
第
三
首
（
三
六
一
四
）
で
現
地
の

海
で
採
れ
る
白
玉
（
真
珠
）
を
家
づ
と
に
し
よ
う
と
う
た
っ
て
望
郷
の
念
を
収
束

さ
せ
る
。
2
の
題
詞
は
本
来
入
る
べ
き
国
名
「
安
藝
國
」
が
な
い
こ
と
を
除
け

ば
、
1
の
そ
れ
と
同
一
の
書
式
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う

に
、
後
の
補
入
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
歌
は
「
風 

速
」
の
地
名

か
ら
霧 

を
妻
の
嘆
き
の
息
に
見
立
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
望
郷
の
テ
ー

マ
で
貫
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
3
の
題
詞
は
「
安
藝
國
長
門
嶋
舶
二 

泊
礒
邊
一 

作
歌
五
首
」
と
な
っ
て
お

り
、「
礒
邊
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

詞
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
航
海
を
再
開
し
た
14
以
下
で
は
、
14

「
舶
泊
経
二 

三
日
一 

」、
18
「
不
レ 

得
二 

順
風
一 

経
停
五
箇
日
」
な
ど
、
地
形
的
に
波
が

穏
や
か
な
15
「
引
津
亭
」
を
除
く
各
停
泊
地
で
、
悪
天
候
に
阻
ま
れ
て
い
る
様
子

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
苦
難
の
状
況
は
、
天
候
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

17
で
は
壱
岐
島
に
着
く
と
、
10
で
唯
一
詠
作
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
た
雪
宅
満

（
宅
麻
呂
）
が
「
忽
遇
二 

鬼
病
一 

死
去
」
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
決
定
的
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
航
海
の
状
況
と
並
行
し
て
、
10
で
「
悽
惆
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て

か
ら
後
は
、
11
「
悽
愴
」、
14
「
悽
噎
」、
16
「
各
慟
二 

旅
心
一 

」、
18
「
各
陳
二 

慟

心
一 

」
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
一
行
の
旅
中 

の
悲
哀
を
表
す
語
に
変
化
を
つ
け
て
、

変
奏
曲
の
よ
う
に
小
歌
群
単
位
で
く
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
く
の
で
あ 

る
。

　
　
　

三　

 

瀬
戸
内
海
航
行
中
（
1
〜
9
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

同
質
な
部
分
と
異
質
な
部
分　
　
　

　

前
節
で
は
、
題
詞
の
書
式
を
比
べ 

、
停
泊
地
を
明
記
す
る
題
詞
群
の
中
で
、
5

「
古
挽
歌
一
首<

并
短
歌>

」（
三
六
二
五
〜
六
題
）・
6
「
属
レ 
物
發
レ 

思
歌
一
首

<

并
短
歌>

」（
三
六
二
七
〜
九
題
）・
8
「
過
二 

大
嶋
鳴
門
一 

而
経
二 
再
宿
一 
之
後
追

作
歌
二
首
」（
三
六
三
八
〜
九
題
）
は
異
質
と
認
定
し
た
。
8
は
停
泊
地
の
代
わ
り

に
通
過
地
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
停 

泊
地
を
明
記
す
る
題
詞
群
に
準
じ
て
考

え
る
余
地
を
残
し
て
い
る
が
、
ひ
と
ま
ず
異
質
な
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
く
。

（
1
）
停
泊
地
を
明
記
す
る
小
歌
群

　

こ
れ
ら
異
質
な
も
の
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
入
っ
て
来
た

の
か
を
考
察
す
る
前
に
、
停
泊
地
を
明
記
す
る
点
で
質
を
同
じ
く
す
る
瀬
戸
内
海

航
行
中 

の
小
歌
群
の
内
容
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
歌
の
引
用
に
際
し
て
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同
じ 

く
望
郷
の
念
で
あ
り 

、「
ま
た
も
相
見
む
秋
か
た
ま
け
て
」（
三
六
一
九
）
の

よ
う
に
秋
の
再
会
を
期
し
て
先
を
急
ぐ
姿
勢
で
あ
っ
た
。

　

4
の
題
詞
は
「
従
二 

長
門
浦
一 

舶
出
之
夜
、
仰
二 

觀
月
光
一 

作
歌
三
首
」
と
あ
っ

て
、
月 

明
か
り
を
利
用
し
た
航
海
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　

 

月
読
の
光
を
清
み　

夕
な
ぎ
に
水か

手こ

の
声
呼
び
浦
み
漕
ぐ
か
も （
三
六
二
二
）

　
　

 

山
の
端
に
月
傾
け
ば　

漁い
ざ
り
す
る
海あ

人ま

の
と
も
し
火
沖
に
な
づ
さ
ふ

 

（
三
六
二
三
）

　
　

 

我
の
み
や
夜
舶
は
漕
ぐ
と
思
へ
れ
ば　

沖
辺
の
方
に
楫
の
音
す
な
り

 

（
三
六
二
四
）

　

第
一
首
（
三
六
二
二
）
で
は
月
光
と
夕
凪
、
第
二
首
（
三
六
二
三
）
で
は
山
の

端
に
傾
い
た
月
光
の
心
細
さ
、
第
三
首
（
三
六
二
四
）
で
は
闇
の
中
で
の
航
海
、

と
三
首
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
時
間
帯
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
つ

の
る
航
海
の
心
細
さ
を
述
べ
て
い
る
。
三
首
は
無
記
名
だ
が
、
航
海
の
特
殊
性
を

う
た
っ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
編
者
に
よ
る
添
加
は
想
定
し
に
く
い
。

　

な
お
、
こ
こ
に
は
1
〜
3
に
見
ら
れ
た
望
郷
の
主
題
は
出
て
来
ず
、
船
上
の
旅

愁
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
題
詞
の
「
仰
二 

觀
月
光
一 

作
」
は
三
六
二
二
・

三
六
二
三
に
係
り
、
三
六
二
四
に
は
係
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、「
月
光
を

求
め
て
仰
ぎ
観
」
つ
つ
航
海
を
続
け
て
い
る
一
行
に
と
っ
て
、
三
六
二
四
で
は
仰

ぎ
観
て
も
月
は
無
く
、
頼
る
も
の
が
何
も
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か

び
上
が
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

7　

周
防
國
玖
河
郡
麻
里
布
浦
行
之
時
作
歌
八
首

　
　

 

真
楫
貫
き
舶
し
行
か
ず
は　

見
れ
ど
飽
か
ぬ
麻
里
布
の
浦
に
宿
り
せ
ま
し
を

 

（
三
六
三
〇
）

　
　

 

石い
は
走
る
滝
も
と
ど
ろ
に
鳴
く
蝉
の
声
を
し
聞
け
ば
京み
や
こ師
し
思
ほ
ゆ

 

（
三
六
一
七
）
大
石
蓑
麻
呂

　
　

 
山
川
の
清
き
川
瀬
に
遊
べ
ど
も　

奈
良
の
都
は
忘
れ
か
ね
つ
も （
三
六
一
八
）

　
　

 
磯
の
間
ゆ
た
ぎ
つ
山
河
絶
え
ず
あ
ら
ば　

ま
た
も
相
見
む
秋
か
た
ま
け
て

 

（
三
六
一
九
）

　
　

 

恋
し
げ
み
慰
め
か
ね
て
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
島
蔭
に
廬い
ほ
りす
る
か
も （
三
六
二
〇
）

　
　

 

我
が
命
を
長
門
の
島
の
小
松
原　

幾
代
を
経
て
か
神
さ
び
わ
た
る

 

（
三
六
二
一
）

　

こ
の
地
で
は
二
泊
し
た
ら
し
く
、『
釈
注
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
予
定
地
麻
里
布

（
岩
国
）
で
は
一
夜
を
船
中
で
の
仮
泊
で
す
ま
せ
、
名
だ
た
る
難
所
大
島
の
鳴
門

を
真
昼
に
通
過
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
す
な
わ
ち
そ
の
次
の
宿
泊
予
定
地
熊
毛
の

浦
（
室
津
）
ま
で
、
仮
泊
や
難
所
を
挟
ん
で
約
八
〇
㌔
の
大
航
路
に
及
ぶ
た
め
、

こ
こ
で
英
気
を
養
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。
実
際
、
長
門
の
島
（
倉
橋
島
）

の
景
観
は
、
深
い
湾
の
奥
に
白
砂
青
松
の
桂
が
浜
が
穏
や
か
に
広
が
り
、
背
後
に

は
奇
岩
が
連
な
る
火
山
（
ひ
や
ま
・
標
高
四
〇
八
メ
ー
ト
ル
）
が
聳
え
、
山
の
中

腹
か
ら
流
れ
下
る
清
流
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
変
化
に
富
み
、
人
を
惹
き
つ
け
る
も

の
が
あ
る ）

27
（

。
そ
の
よ
う
な
場
所
で
詠
ま
れ
た
歌
の
内
容
は
、「
石
走
る
滝
も
と
ど

ろ
に
鳴
く
蝉
の
声
」（
三
六
一
七
）、「
山
川
の
清
き
川
瀬
に
遊
べ
」（
三
六
一
八
）、

「
磯
の
間
ゆ
た
ぎ
つ
山
河
」（
三
六
一
九
）、「
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
島
蔭
」

（
三
六
二
〇
）、「
小
松
原
幾
代
を
経
て
か
神
さ
び
わ
た
る
」（
三
六
二
一
）
の
よ
う

に
、
昼
間
の
情
景
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
描
き
、
現
地
の
風
光
を
楽
し
む
余
裕

す
ら
感
じ
ら
れ
る
点
は
、
前
後
の
小
歌
群
と
趣
を
大
き
く
異
に
す
る
。
し
か
し
、

島
の
風
景
に
事
寄
せ
て
う
た
わ
れ
る
の
は
、「
都
し
思
ほ
ゆ
」（
三
六
一
七
）、「
奈

良
の
都
は
忘
れ
か
ね
つ
も
」（
三
六
一
八
）、「
ま
た
も
相
見
む
秋
か
た
ま
け
て
」

（
三
六
一
九
）、「
恋
し
げ
み
慰
め
か
ね
て
」（
三
六
二
〇
）
の
よ
う
に
、
1
・
2
と
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望
郷
歌
で
結
ぶ
」
前
半
四
首
と
、「
前
歌
（
筆
者
注
、
三
六
三
三
）
の
妻
恋
し
さ

を
承
け
て
望
郷
歌
を
並
べ
、
旅
先
の
土
地
を
讃
め
る
歌
で
結
ぶ
」
後
半
四
首
と
い

う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
旅
先
を
讃
め
る
三
首
と
望
郷
歌
一
首
の
前
半
四
首
と
、

望
郷
歌
三
首
と
旅
先
を
讃
め
る
一
首
と
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
示
す
の

は
、『
釈
注
』
に
よ
れ
ば
、「
第
一
組
の
第
四
首
が
完
全
に
妻
恋
し
い
歌
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
影
響
さ
れ
た
か
ら
で
、
し
た
が
っ
て
、
第
二
組
は
第
一
組
に
き
び
す

を
接
し
て
歌
い
継
が
れ
た
」
の
だ
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
前
半
に
は
「
安
波
島
」（
三
六
三
一
・
三
三
）、
後
半
に
は
「
可
太
の

大
島
」（
三
六
三
四
）、「
伊
波
比
島
」（
三
六
三
六
・
三
七
）
と
い
う
島
の
名
が
詠

ま
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
島
も
現
在
の
岩
国
市
室
の
木
町
の
海
岸
付
近
に
比
定

さ
れ
る
麻
里
布
付
近
に
は
存
在
し
な
い
た
め
、
諸
説
を
生
ん
で
い
る ）

28
（

。

　

安
波
島
に
関
し
て
は
「
い
つ
し
か
も
見
む
と
思
ひ
し
安
波
島
」（
三
六
三
一
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
通
説
の
よ
う
に
「
早
く
見
む
」
に
逢
ハ
ム
の
意
を
響
か

せ
て
ア
ハ
島
と
言
っ
た
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
次
の
通
過
地
「
大
島
（
オ

ホ
シ
マ
）」
を
「
ア
ハ
シ
マ
」
と
呼
び
な
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
『
釈
注
』

の
新
説
は
、
大
島
の
通
過
時
刻
に
こ
だ
わ
っ
て
麻
里
布
に
上
陸
し
な
い
で
い
る
事

情
を
考
慮
す
れ
ば
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、「
可
太
の
大
島
」
に
つ
い
て
も
「
筑

紫
道
の
」
に
続
く
こ
と
か
ら
『
新
考
』
が
説
き
、『
全
注
』
が
従
う
と
こ
ろ
の

「
方
向
」
説
、
す
な
わ
ち
筑
紫
路
に
向
か
う
方
に
あ
る
大
島
と
解
す
れ
ば
、
一
同

の
関
心
事
に
ち
な
む
地
名
と
し
て
、
麻
里
布
の
浦
か
ら
見
え
な
く
て
も
、
自
然
に

出
て
く
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
伊
波
比
島
」
に
つ
い
て
は
、『
新
考
』
以
下
、
山
口
県
熊
毛
郡
上

関
町
の
祝
島
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
次
に
掲
げ
る
9
の
「
熊
毛
浦
」

の
付
近
と
な
っ
て
、
麻
里
布
か
ら
は
大
島
の
背
後
に
あ
る
室
津
半
島
や
そ
の
西
に

あ
る
長
島
の
さ
ら
に
西
方
に
隠
れ
る
位
置
に
あ
る
。
そ
こ
で
何
故
こ
の
地
名
が
う

た
わ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。『
全
注
』
は
「
ま
だ
通
過
し
て
お
ら
ず
、
見
え

　
　

 

い
つ
し
か
も
見
む
と
思
ひ
し
安
波
島
を
よ
そ
に
や
恋
ひ
む　

行
く
由
を
な
み

 

（
三
六
三
一
）

　
　

 
大
船
に
か
し
振
り
立
て
て　

浜
清
き
麻
里
布
の
浦
に
宿
り
か
せ
ま
し

 

（
三
六
三
二
）

　
　

 

安
波
島
の
逢
は
じ
と
思
ふ
妹
に
あ
れ
や　

安
寐い

も
寝
ず
て
吾
が
恋
ひ
わ
た
る

 

（
三
六
三
三
）

　
　

 

筑
紫
道
の
可
太
の
大
島　

し
ま
し
く
も
見
ね
ば
恋
し
き
妹
を
置
き
て
来
ぬ

 

（
三
六
三
四
）

　
　

 

妹
が
家
路
近
く
あ
り
せ
ば　

見
れ
ど
飽
か
ぬ
麻
里
布
の
浦
を
見
せ
ま
し
も
の
を

 

（
三
六
三
五
）

　
　

 

家
人
は
帰
り
早
や
来こ

と
伊
波
比
島
斎
ひ
待
つ
ら
む
旅
行
く
我
を （
三
六
三
六
）

　
　

 

草
枕
旅
行
く
人
を
伊
波
比
島　

幾
代
経
る
ま
で
斎
ひ
来
に
け
む （
三
六
三
七
）

　

ま
ず
題
詞
に
「
舶
泊
」
で
は
な
く
「
行
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
第
一
首
の
「
舶
し
行
か
ず
は

0

0

」
と
「
宿
り
せ
ま
し

0

0

を
」
と
に
よ
っ

て
、
麻
里
布
で
は
上
陸
し
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い

よ
う
。
上
陸
せ
ず
に
素
通
り
し
て
い
く
の
は
、
広
島
湾
の
潮
流
に
つ
い
て
詳
細
に

考
察
を
加
え
た
『
全
注
巻
第
十
五
』（
一
〇
〇
〜
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
難
所
と
し

て
知
ら
れ
る
大
島
の
鳴
門
を
通
過
す
る
の
は
「
日
中
の
航
海
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
」
か
ら
だ
と
言
わ
れ
、
長
門
浦
（
倉
橋
島
）
を
午
後
四
時
半
ご
ろ
出
航
す

る
と
潮
流
の
関
係
で
い
っ
た
ん
北
流
し
、
厳
島
南
方
の
阿
多
田
島
の
北
方
で
午
後

八
時
前
に
憩
流
と
な
り
、
西
に
転
流
し
た
の
ち
緩
や
か
な
南
流
に
よ
っ
て
麻
里
布

の
浦
に
は
午
後
十
時
半
ご
ろ
着
船
、
翌
朝
午
前
七
時
半
ご
ろ
に
麻
里
布
の
浦
を
出

航 

し
て
大
島
の
鳴
門
に
向
か
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

　

八
首
は
『
古
典
集
成
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
四
首
ず
つ
で
二
つ
の
組
を
な

し
、「
素
通
り
し
て
ゆ
く
心
残
り
を
通
し
て
旅
先
の
土
地
を
讃
め
る
歌
を
並
べ
、
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た
だ
し
、
第
四
首
（
三
六
四
三
）
の
本
文
・
異
文
の
「
告
げ
」
の
ゲ
に
万
葉
の

通
用
仮
名
で
あ
る
「
氣
」
が
用
い
ら
れ
、
紀
行
歌
録
で
あ
る
三
六
一
二
・

三
六
七
六
の
「
告
げ
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「

」
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
に
不

審
が
残
る
と
『
釈
注
』
が
指
摘
、
ま
た
、
第
三
首
（
三
六
四
二
）
で
は
可
良
の
浦

で
餌
を
あ
さ
る
鶴
の
声
を
う
た
う
。
鶴
に
つ
い
て
、『
全
注
』
は
「
十
月
下
旬
に

飛
来
し
、
三
月
上
旬
に
去
る
タ
ヅ
が
真
夏
の
本
州
に
い
る
は
ず
が
な
い
」
と
し

て
、
鶴
の
鳴
く
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
歌
は
「
使
人
の
作
と
は
考
え
な
い
」
と

す
る
。
こ
の
よ
う
に
後
半
の
二
首
に
は
疑
問
が
残
る
が
、
郷
愁
を
う
た
っ
た
第
一

首
（
三
六
四
〇
）
の
作
者
羽
栗
は
実
在
し
た
使
人
の
名
前
で
あ
り
、
題
詞
の
「
舶

泊
之
夜
」
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
う
た
わ
れ
た
時
間
は
夜
半
前
と
解
す
る
の
が
自

然
、
第
二
首
（
三
六
四
一
）
は
第
一
首
に
う
た
わ
れ
た
郷
愁
を
寝
覚
め
の
時
間
帯

に
覚
え
つ
つ
、
旅
先
の
海
人
娘
子
の
活
動
に
思
い
を
は
せ
る
現
地
讃
美
の
歌
で
、

最
低
限
こ
の
二
首
は
実
録
と
し
て
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
後
半

は
第
二
首
の
「
浦
廻
」
か
ら
の
音
に
対
し
、
第
三
首
は
「
沖
辺
」
か
ら
の
音
で
承

け
、
第
四
首
は
そ
の
「
沖
辺
」
に
船
影
を
見
る
よ
う
に
展
開
し
、
徐
々
に
夜
が
明

け
て
い
く
よ
う
に
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
停
泊
地
を
明
記
す
る
小
歌
群
の
内
容
の
確
認
を
試
み
た
。
個
々
の
停
泊

地
が
も
つ
地
理
的
特
性
や
地
名
、
あ
る
い
は
航
海
の
状
況
を
き
っ
か
け 

と
し
て
小

歌
群
ご
と
に
特
徴
を
形
づ
く
っ
て
い
る
い
る
も
の
の
、
旅
先
へ
の
讃
美
や
家
郷
へ

の
思
慕
を
う
た
い
あ
げ
る
羈
旅
歌
の
類
型
の
範
疇
に
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

 
（
2
）
異
質
な
作
品
群

　

さ
き
に
停
泊
地
を 
明
記
す
る
題
詞
が
連
続
す
る
、
使
人
た
ち
が
各
地
で
詠
ん
だ

歌
に
基
づ 

く
「
実
録
」
と
さ
れ
る
部
分
の
題
詞
の
内
容
を
比
較
し
た
結
果
、
5

も
し
て
い
な
い
島
を
、
こ
こ
で
歌
に
詠
む
の
は
不
審
で
あ
る
」
と
し
て
、
配
置
換

え
さ
れ
て
こ
の
位
置
に
き
た
と
す
る
。
本
稿
は
『
全
註
釈
』
の
「
こ
れ
か
ら
西
方

は
茫
々
た
る
周
防
灘
に
さ
し
か
か
る
か
ら
、
特
に
こ
の
島
の
神
を
祭
っ
て
行
っ
た

の
で
、
伊
波
比
島
の
名
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
解
釈
を
参
考
に
、
瀬
戸
内
航

海
に
お
い
て
大
島
が
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
周
防
灘
の
入
口

に
あ
た
る
祝
島
も
航
海
関
係
者
に
は
知
ら
れ
て
お
り
、
大
島
の
次
な
る
目
標
の
地

名
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
身
を
慎
ん
で
祈
る
意
の
イ
ハ
ヒ
に
掛
け
て

表
現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
た
い
。

　

9　

熊
毛
浦
舶
泊
之
夜
作
歌
四
首

　
　

 

都
辺
に
行
か
む
船
も
が　

刈
り
薦こ
も
の
乱
れ
て
思
ふ
こ
と
告
げ
や
ら
む

 

（
三
六
四
〇
）
羽
栗

　
　

 

暁
の
家
恋
し
き
に　

浦
廻み

よ
り
楫
の
音
す
る
は
海
人
娘
子
か
も （
三
六
四
一
）

　
　

 

沖
辺
よ
り
潮
満
ち
来
ら
し　

可
良
の
浦
に
漁
り
す
る
鶴た
づ
鳴
き
て
騒
き
ぬ

 

（
三
六
四
二
）

　
　

 

沖
辺
よ
り
船
人
の
ぼ
る　

呼
び
寄
せ
て
い
ざ
告
げ
（
都
氣
）
遣
ら
む
旅
の

宿
り
を 
（
三
六
四
三
）

　

9
の
題
詞
は
、
停
泊
地
を
明
記
す
る
題
詞
の
通
例
と
何
ら
変
ら
な
い
が
、「
熊

毛
」
は
『
和
名
抄
』
に
「
周
防
国
熊
毛
郡
熊
毛
﹇
久
万
介
﹈」
と
あ
り
、
7
の

「
玖
河
郡
」
を
承
け
て
省
略
し
た
も
の
で
は
な
く
、
本
来
「
熊
毛
郡
熊
毛
浦
」
と

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
歌
の
内
容
を
見
る
と
、「
都
辺
に
行
か
む
船
も
が
」
と
う
た

い
起
こ
す
羽
栗
作
の
第
一
首
（
三
六
四
〇
）
は
、
実
録
部
の
冒
頭
三
六
一
二
と
同

工
異
曲
。
こ
れ
を
承
け
て
「
暁
の
家
恋
し
き
に　

浦
廻
よ
り
楫
の
音
す
る
は
海
人

娘
子
か
も
」（
三
六
四
一
）、「
沖
辺
よ
り
船
人
の
ぼ
る　

呼
び
寄
せ
て
い
ざ
告
げ

遣
ら
む
旅
の
宿
り
を
」（
三
六
四
三
）
と
船
に
か
こ
つ
け
て
郷
愁
を
う
た
う
。



12

旅
歌
に
重
な
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
点
に
着
目
し
、「
妻
と
の
死
別
は
（
中
略
）

相
聞
的
情
緒
の
下
で
の
別
れ
、
つ
ま
り
、
羈
旅
に
よ
る
離
別
に
通
底
す
る
も
の
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
旅
愁
の
表
現
に
結
び
付
い
た
」
と
指
摘
、
ま
た
題
詞
に
「
古
挽

歌
」
と
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、「
公
的
な
旅
に
あ
っ
て
、
妻
を
失
っ
た
体
験
を
踏

ま
え
た
哀
傷
に
旅
愁
と
を
重
ね
て
表
現
し
、
人
に
贈
っ
た
作
と
い
う
作
歌
事
情
」

を
想
定
す
る
。
左
注
の
「
悽
愴
」
に
つ
い
て
は
、
三
六
五
二
題
詞
、
三
八
〇
四
題

詞
、
梁
・
江
文
通
「
雑
体
詩
三
十
首
・
潘
黄
門
（
述
哀
）
岳
」（『
文
選
』
巻

三
十
一
）
の
例
よ
り
、「『
悲
し
み
、
い
た
む
』
意
で
あ
る
が
、
旅
愁
、
嘆
き
そ
し

て
時
間
の
経
過
し
た
哀
悼
の
情
を
さ
す
語
と
し
て
あ
」
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
「
編
集
者
の
誤
解
」
と
い
う
解
釈
は
誤
字
説
と
同
様
、
安
易
に
持
ち
込
む
べ
き

で
は
な
く
、「
悽
」
お
よ
び
そ
れ
を
含
む
熟
語
が
家
持
の
記
述
に
多
く
見
ら
れ
る

か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
は
題
詞
・
左
注
の
次
元
で
あ
り
、
歌
も
編
集
段
階
で
書
き

加
え
ら
れ
た
と
見
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
実
録
と
し
て
遣
新
羅
使
人
が
伝
え
た

資
料
の
一
部
に
、
編
者
が
加
筆
す
る
こ
と
も
想
定
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は

平
舘
氏
の
よ
う
に
題
詞
と
歌
の
表
現
と
が
結
び
つ
く
か
ど
う
か
を
確
認
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
挽
歌
の
表
現
と
し
て
本
来
作
ら
れ
た
歌
が
、
何
ゆ
え
長
門

浦
出
航
後
の
位
置
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
必
然
性
を
考
え
る
の
が
取
る

べ
き
順
序
で
あ
る
。

　

歌
群
中
こ
の
位
置
で
「
古
挽
歌
」
が
う
た
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
新
考
』

が
「
前
の
三
六
二
三
の
歌
の
『
沖
に
な
づ
さ
ふ
』
か
ら
連
想
し
て
誦
し
た
も
の
で

あ
ら
う
」
と
説
く
よ
う
に
、
き
っ
か
け
は
直
前
の
4
「
従
二 

長
門
浦
一 

舶
出
之
夜

仰
二 
觀
月
光
一 

作
歌
三
首
」
の
第
二
首
「
漁
り
す
る
海
人
の
と
も
し
火
沖
に
な
づ
さ

ふ
」
か
ら
「
な
づ
さ
ふ
」
の
語
を
介
し
て
「
夕
さ
れ
ば
葦
辺
に
騒
き　

明
け
来
れ

ば
沖
に
な
づ
さ
ふ
鴨
」
と
い
う
「
古
挽
歌
」
の
表
現
を
想
起
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
遣
新
羅
使
人
た
ち
の
4
に
お
け
る
夜
の
船
出
と
航
海
の
さ
ま
を

重
ね
、
自
分
た
ち
の
境
遇
を
鴨
と
比
較
す
る
と
と
も
に
、「
行
く
水
の
帰
ら
ぬ
ご

「
古
挽
歌
一
首<

并
短
歌>

」（
三
六
二
五
〜
六
題
）、
6
「
属
レ 

物
發
レ 

思
歌
一
首

<
并
短
歌>

」（
三
六
二
七
〜
九
題
）、
8
「
過
二 

大
嶋
鳴
門
一 

而
経
二 

再
宿
一 

之
後
追

作
歌
二
首
」（
三
六
三
八
〜
九
題
）
の
三
つ
は
異
質
と
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

実
録
部
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

5　

古
挽
歌
一
首<

并
短
歌>

　
　

 

夕
さ
れ
ば
葦
辺
に
騒
き　

明
け
来
れ
ば
沖
に
な
づ
さ
ふ　

鴨
す
ら
も
妻
と
た

ぐ
ひ
て　

我
が
尾
に
は
霜
な
降
り
そ
と　

白
た
へ
の
翼は
ね
さ
し
交か

へ
て　

う
ち

払
ひ
さ
寝ぬ

と
ふ
も
の
を　

行
く
水
の
帰
ら
ぬ
ご
と
く　

吹
く
風
の
見
え
ぬ
が

ご
と
く　

跡
も
な
き
世
の
人
に
し
て　

別
れ
に
し
妹
が
着
せ
て
し　

な
れ
衣

袖
片
敷
き
て
ひ
と
り
か
も
寝
む 

（
三
六
二
五
）

　
　
　

反
歌
一
首

　
　

 

鶴
が
鳴
き
葦
辺
を
指
し
て
飛
び
わ
た
る　

あ
な
た
づ
た
づ
し
ひ
と
り
さ
寝
れ
ば

 

（
三
六
二
六
）

　
　
　

右
丹
比
大
夫
悽
二 

愴
亡
妻
一 

歌

　

こ
の
歌
は
、
挽
歌
と
い
う
よ
り
は
羈
旅
歌
に
近
い
表
現
を
と
り
、
窪
田
『
評

釈
』
は
「
此
の
歌
は
明
ら
か
に
旅
愁
で
あ
つ
て
、
挽
歌
で
は
な
い
。
こ
れ
を
挽
歌

と
し
た
の
は
編
集
者
の
誤
解
」
と
説
く
。
ま
た
、『
全
注
』
は
左
注
の
「
悽
愴
」

の
語
に
着
目
し
、「『
悽
』
お
よ
び
そ
の
熟
語
は
、
巻
十
五
の
題
詞
、
左
注
の
な
か

の
、
記
録
者
の
原
表
記
に
加
え
ら
れ
た
、
編
集
時
の
添
加
部
分
、
お
よ
び
、
大
伴

家
持
の
記
述
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
部
分
に
、
集
中
し
て
存
在
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
、
こ
の
歌
は
船
旅
で
吟
誦
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
に
添
加
さ
れ
た
と

捉
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
編
集
段
階
で
補
入
・
添
加
さ
れ
た
と
捉
え
る
説
が
提
唱
さ
れ
る

中
に
あ
っ
て
、
平
舘
英
子
「
古
挽
歌 ）

29
（

」
は
、
三
六
二
五
の
末
尾
が
挽
歌
よ
り
羈
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秋
さ
ら
ば
我
が
船
泊は

て
む　

忘
れ
貝
寄
せ
き
て
置
け
れ
沖
つ
白
波

 

（
三
六
二
九
）

　

6
の
長
歌
は
《
御
津
》
―
《
敏
馬
》
―
《
淡
路
の
島
》
―
《
明
石
の
浦
》
―
《
家

島
》
―
《
玉
の
浦
》
の
よ
う
に
、
行
程
順
に
地
名
を
詠
み
込
む
道
行
の
形
を
と
る

点
、
長
門
浦
を
出
発
し
た
後
に
位
置
し
な
が
ら
、
来
し
方
を
ふ
り
返
る
点
に
特
徴

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
名
へ
の
関
心
は
、
5
の
「
古
挽
歌
」
に
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
と
類
似
す
る
歌
に
「
丹
比
真
人
笠
麻
呂
下
二 

筑
紫
國
一 

時
作
歌
一
首<

并
短
歌>

」（
五
〇
九
〜
一
〇
）
が
あ
り
、
井
上
通
泰
「
丹
比
笠
麻
呂 ）
30
（

」
は
直
前

の
「
古
挽
歌
」
の
左
注
に
「
丹
比
大
夫
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
づ
け

て
、「
属
物
発
思
歌
」
は
笠
麻
呂
の
五
〇
九
歌
を
ふ
ま
え
た
と
説
き
、『
私
注
』
や

清
水
克
彦
「
丹
比
笠
麻
呂
の
道
行
的
望
郷
歌 ）

31
（

」
が
同
様
に
捉
え
て
い
る
。
い
ま

左
に
「
丹
比
真
人
笠
麻
呂
下
二 

筑
紫
國
一 

時
作
歌
」
の
長
歌
を
示
し
て
み
よ
う
。

　
　

 

臣お
み
の
女め

の
匣く
し
げに
乗
れ
る　

鏡
な
す―

御
津
■

の
浜
辺
に　

さ
に
つ
ら
ふ
紐
解
き

離さ

け
ず　

吾
妹
児
に
恋
ひ
つ
つ
居
れ
ば　

明
け
晩
れ
の
旦あ
さ
霧
隠
り　

鳴
く

鶴た
づ
の
哭ね

の
み
し
哭な

か
ゆ　

吾
が
恋
ふ
る
千
重
の
一ひ
と
隔へ

も　

な
ぐ
さ
も
る
情

も
有
り
や
と　

家
の
あ
た
り
吾
が
立
ち
見
れ
ば　

青
旗
の
葛
木
山
に　

た

な
び
け
る
白
雲
隠
る　

天
下
が
る
夷ひ
な
の
国
辺
に　

直た
だ
向
か
ふ―

淡
路
■

を
過
ぎ　

粟
嶋
を
背そ

が
ひ
に
見
つ
つ　

朝
な
ぎ
に
水
手
の
音
喚
び　

暮ゆ
ふ
な
ぎ
に
梶
の

聲お
と
為し

つ
つ　

浪
の
上
を
い
行
き
さ
ぐ
く
み　

磐
の
間
を
射
徃
き
廻も
と
ほり　

稲

日
都
麻
浦
み
を
過
ぎ
て　

鳥
じ
も
の
な
づ
さ
ひ
去ゆ

け
ば　

―

家
の
嶋
■

荒
礒
の

上
に　

打
靡
き
四し

時じ

に
生
ひ
た
る　

な
の
り
そ
が
な
ど
か
も
妹
に
告
ら
ず

来
に
け
む 
（
五
〇
九
）

　

先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
発
想
や
用
語
に
顕
著
な
類
似
が
認
め
ら
れ
る

と
く　

吹
く
風
の
見
え
ぬ
が
ご
と
く　

跡
も
な
き
世
の
人
」
と
い
う
「
古
挽
歌
」

の
表
現
に
航
海
を
続
け
る
自
分
た
ち
を
重
ね
て
、
瀬
戸
内
海
の
難
所
の
一
つ
と
し

て
知
ら
れ
る
周
防
大
島
の
大
畠
瀬
戸
を
程
な
く
通
過
す
る
こ
と
へ
の
覚
悟
を
込

め
、「
別
れ
に
し
妹
が
着
せ
て
し
な
れ
衣　

袖
片
敷
き
て
ひ
と
り
か
も
寝
む
」
の

結
び
に
4
で
は
う
た
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
望
郷
の
思
い
を
込
め
て
、
穏
や
か
な
風

光
に
包
ま
れ
て
二
日
間
を
過
ご
し
た
長
門
浦
を
出
航
し
て
麻
里
布
の
浦
に
到
着
す

る
ま
で
の
間
に
、
実
際
に
う
た
わ
れ
た
も
の
が
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

6　

 

属
レ 

物
發
レ 

思
歌
一
首<
并
短
歌>

　
　

 

朝
さ
れ
ば
妹
が
手
に
巻
く　

鏡
な
す―

御
津
■

の
浜
び
に　

大
船
に
真
楫
し
じ

貫
き　

韓
国
に
渡
り
行
か
む
と　

た
だ
向
か
ふ―

敏
馬
■

を
指
し
て　

潮
待
ち
て

水み

脈を

引び

き
行
け
ば　

沖
辺
に
は
白
波
高
み　

浦
廻
よ
り
漕
ぎ
て
渡
れ
ば　

我

妹
子
に―

淡
路
の
島
■

は　

夕
さ
れ
ば
雲
居
隠
り
ぬ　

さ
夜
更
け
て
行
く
ヘ
を

知
ら
に　

吾
が
心―

明
石
の
浦
■

に　

船
泊
め
て
浮
き
寝
を
し
つ
つ　

わ
た
つ

み
の
沖
辺
を
見
れ
ば　

い
ざ
り
す
る
海
人
の
娘
子
は　

小
船
乗
り
つ
ら
ら
に

浮
け
り　

暁
の
潮
満
ち
来
れ
ば　

葦
辺
に
は
鶴
鳴
き
わ
た
る　

朝
凪
に
船
出

を
せ
む
と　

船
人
も
水
手
も
声
呼
び　

に
ほ
鳥
の
な
づ
さ
ひ
行
け
ば　

―

家
島
■

は
雲
居
に
見
え
ぬ　

吾
が
思
へ
る
心
な
ぐ
や
と　

早
く
来
て
見
む
と
思
ひ
て　

大
船
を
漕
ぎ
我
が
行
け
ば　

沖
つ
波
高
く
立
ち
来
ぬ　

よ
そ
の
み
に
見
つ
つ

過
ぎ
ゆ
き　

―
玉
の
浦
■

に
船
を
と
ど
め
て　

浜
び
よ
り
浦
磯
を
見
つ
つ　

泣
く

子
な
す
音
の
み
し
泣
か
ゆ　

わ
た
つ
み
の
手た

巻
き
の
玉
を
家
づ
と
に
妹
に
や

ら
む
と　

拾
ひ
取
り
袖
に
は
入
れ
て　

返
し
や
る
使
な
け
れ
ば　

持
て
れ
ど

も
験し
る
しを
無
み
と
ま
た
置
き
つ
る
か
も （
三
六
二
七
）

　
　
　

反
歌
二
首

　
　

 ―
玉
の
浦
■

の
沖
つ
白
玉
拾ひ
り
へ
れ
ど
ま
た
そ
置
き
つ
る　

見
る
人
を
無
み

 

（
三
六
二
八
）
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に
ち
見
る
形
に
創
り
あ
げ
た
編
者
（
お
そ
ら
く
家
持
）
が
、
笠
麻
呂
の
「
下
二 

筑

紫
國
一 

時
作
歌
」
と
使
人
た
ち
の
航
路 

が
重
な
っ 

て
い
る
こ
と
に
興
味
を
抱
き
、

そ
れ
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
歌
群
全
体
に
響
き
あ
う
よ
う
に
制
作
し
た
の
が
「
属

物
発
思
歌
」
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
、
6
は
実
録
と
し
て
は
存
在
し
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

8
「
過
二 

大
嶋
鳴
門
一 

而
経
二 

再
宿
一 

之
後
追
作
歌
二
首
」
に
つ
い
て
、「
大
嶋
鳴

門
」
は
周
防
大
島
の
大
畠
瀬
戸
、「
経
再
宿
之
後
」
は
『
篆
隷
万
象
名
義
』（
ウ
部
）

に
「
宿
、
思
陸
反
、
夜
也
、
豫
也
、
安
也
、
…
、
留
也
、
素
也
」
と
あ
っ
て
二
夜

を
経
て
後
の
意
。「
追
作
」
は
追
ヒ
テ
作
ル
、
す
な
わ
ち
後
か
ら
思
い
出
し
て
作

る
意
、
二
首
の
う
ち
第
一
首
は
田
邊
秋
庭
、
第
二
首
は
無
記
名
で
あ
る
。
歌
は
、

　
　

 

こ
れ
や
こ
の
名
に
負
ふ
鳴
門
の
渦
潮
に
玉
藻
刈
る
と
ふ
海
女
娘
子
ど
も

 

（
三
六
三
八
）

　
　

 

波
の
上
に
浮
き
寝
せ
し
宵
あ
ど
思
へ
か
心
が
な
し
く
夢
に
見
え
つ
る

 

（
三
六
三
九
）

と
い
う
も
の
だ
が
、
秋
庭
の
歌
（
三
六
三
八
）
は
鳴
門
の
渦
潮
の
傍
で
玉
藻
を

刈
っ
て
い
る
海
女
を
見
て
驚
く
内
容
、
第
二
首
（
三
六
三
九
）
は
上
陸
せ
ず
に
海

上
で
夜
を
明
か
し
た
麻
里
布
沖
で
夢
枕
に
妻
が
現
れ
た
と
き
の
切
な
さ
を
回
想
し

て
う
た
っ
た
も
の
。「
浮
き
寝
」
は
船
上
泊
を
示
す
語
で
、
当
事
者
で
な
け
れ
ば

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
二
首
の
歌
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、
題
詞
の
「
再

宿
之
後
」
に
詠
ま
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
言
葉
は
み
ら
れ
ず
、
こ
の
題
詞
も
ま
た

当
事
者
で
な
け
れ
ば
書
け
な
い
内
容
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、「
再
宿
之
後
」
に
つ
い
て
『
釈
注
』
が
「
時
間
の
上
で
は
、
次
の

熊
毛
浦
で
の
歌
よ
り
の
ち
の
詠
」
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ

る
。
時
間
に
重
き
を
お
く
な
ら
ば
こ
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
題
詞

が
、
地
名
に
関
し
て
は
、
枠
で
囲
ん
だ
三
つ
が
6
と
一
致
し
て
い
る
。

　

一 

方
、
伊
藤
博
「
遣
新
羅
使
人
歌
群
の
原
核 ）
32
（

」
は
、「
属
物
発
思
歌
」
に
お
け

る
難
波
の
御
津
か
ら
玉
の
浦
ま
で
の
行
程
が
、
家
持
が
別
途
資
料
に
よ
っ
て
大
幅

に
手
を
入
れ
た
部
分
と
認
め
ら
れ
る
冒
頭
部
の
、
左
注
に
「
乗
船
入
海
路
上
作

歌
」
と
記
す
八
首
（
三
五
九
四
〜
三
六
〇
一
）
に
お
け
る
「
玉
の
浦
」
を
詠
む
第
五

首
ま
で
の
行
程
に
対
応
す
る
と
指
摘
し
、
吉
井
巌
「
遣
新
羅
使
人
歌
群 ）

33
（

」
は
、
末

尾
の
「
家
島
五
首
」（
三
七
一
八
〜
二
二
）
が
「
御
津
」「
淡
路
島
」「
家
島
」
の

順
序
を
逆
向
き
に
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、「
属
物
発
思
歌
」
と

「
家
島
五
首
」
と
を
家
持
の
追
加
と
み
な
し
て
い
る
。
伊
藤
説
が
指
摘
す
る
「
属

物
発
思
歌
」
と
「
乗
船
入
海
路
上
作
歌
」
と
の
対
応
は
地
名
の
上
で
は
顕
著
で
な

く
、
地
名
が
一
致
す
る
の
は
「
玉
の
浦
」
の
み
で
あ
る
。「
御
津
」
は
八
首
の
歌

群
の
直
前
「
右
三
首
臨
發
之
時
作
歌
」
と
左
注
に
記
す
三
五
九
一
〜
三
の
第
三
首

に
も
あ
り
、「
敏
馬
」
は
八
首
の
直
後
「
当
所
誦
詠
古
歌
」
の
三
六
〇
六
の
人
麻

呂
歌
集
と
の
校
異
に
、「
明
石
」
は
同
じ
歌
群
の
三
六
〇
八
に
現
れ
て
い
る
の
で
、

「
乗
船
入
海
路
上
作
歌
」
と
の
対
応
と
い
う
よ
り
は
、
使
人
出
航
以
降
、
実
録
の

直
前
ま
で
の
複
数
の
資
料
に
出
て
く
る
地
名
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
吉
井
説
の
「
家
島
五
首
」
の
構
成
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
問
題

な
い
。

　

使
人
の
実
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
「
古
挽
歌
」
と
、
遣
新
羅
使

人
歌
群
の
冒
頭
部
と
末
尾
部
（
家
島
五
首
）
の
双
方
を
関
連
づ
け
な
が
ら
家
持
に

よ
っ
て
実
録
と
は
別
途
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
属
物
発
思
歌
」
と
が
い
か

に
か
か
わ
る
か
と
言
え
ば
、
や
は
り
「
丹
比
大
夫
」
の
注
記
が
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
井
上
『
追
攷
』
は
「（
笠
麻
呂
の
下
筑
紫
国
時
歌
を
知
る
）

属
物
発
思
歌
の
作
者
」
が
「
古
挽
歌
」
を
載
せ
た
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
使
人
一
行
の
中
に
「
丹
比
大
夫
」
の
「
古
挽
歌
」
を
知
る
者
が
い
て
実
際
に

誦
詠
さ
れ
た
も
の
が
記
録
さ
れ
、
そ
れ
を
後
に
読
ん
だ
遣
新
羅
使
人
歌
群
を
こ
ん
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歌
で
あ
る
第
二
首
と
、
秋
庭
が
通
過
時
点
で
詠
ん
で
い
た
現
地
讃
美
の
第
一
首
と

を
編
纂
時
点
で
組
み
合
わ
せ
、「
大
嶋
鳴
門
」
に
関
す
る
羈
旅
歌
群
と
し
た
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

真
相
を
解
明
す
る
材
料
が
乏
し
い
の
が
残
念
だ
が
、
遣
新
羅
使
人
歌
群
全
体
か

ら
8
の
題
詞
と
歌
と
を
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
順
調
な
航
海
中
の
停
泊
地
で
は
な

く
、
緊
張
と
不
安
の
中
で
通
過
し
た
こ
と
、
そ
こ
か
ら
二
日
が
経
過
し
て
、
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
心
情
的
に
余
裕
が
出
て
き
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ

う
に
読
め
る
。
そ
れ
は
、
時
間
的
に
は
す
ぐ
後
に
続
く
、
10
の
「
佐
婆
海
中
忽
遭
二 

逆
風
一 

、
漲
浪
漂
流
経
宿
」
に
お
け
る
苦
難
の
大
き
さ
を
際
立
た
せ
る
伏
線
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
、
停
泊
地
を
明
記
す
る
題
詞
群
の
中
で
、
異
質
と
認
定
さ
れ

た
5
・
6
・
8
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
歌
の
内
容
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
5

「
古
挽
歌
一
首<

并
短
歌>

」
と
8
「
過
二 

大
嶋
鳴
門
一 

而
経
二 

再
宿
一 

之
後
追
作
歌

二
首
」
は
使
人
た
ち
が
航
海
中
に
実
際
に
詠
ん
だ
歌
と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
6

「
属
レ 

物
發
レ 

思
歌
一
首<

并
短
歌>

」
は
使
人
た
ち
が
制
作
し
た
も
の
で
は
な

く
、「
実 

録
」
の
資
料
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
遣
新
羅
使
人
歌
群
を
こ
ん
に
ち
見
る
よ
う

な
形
に
仕
立
て
た
後
の
編
者
が
、
冒
頭
部
と
末
尾
部
と
を
増
補
す
る
際
に
歌
群
全

体
の
主
題
を
強
調
す
べ
く
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

四　

題
詞
に
よ
る
脚
色

―
天
漢
と
月
と
望
郷
と

　

第
二
節
・
第
三
節
に
お
い
て
、
書
式
を
揃
え
た
題
詞
と
書
式
か
ら
外
れ
た
題
詞

と
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
歌
群
同
士
の
関
係
を
、
歌
の
内
容
を
絡
め

て
考
察
し
た
。
同
じ
書
式
の
小
歌
群
が
淡
々
と
続
く
箇
所
は
、
題
詞
よ
り
も
個
々

の
歌
群
を
構
成
す
る
歌
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
停
泊
地
で
の
一
行

の
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
書
式
の
異
な
る
題

は
書
式
の
上
で
も
や
や
通
例
と
異
な
る
け
れ
ど
も
、「
大
嶋
鳴
門
」
と
い
う
場
所

が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
大
畠
瀬
戸
は
こ
ん
に
ち
瀬
戸
内
海
と

広
島
港
や
呉
港
を
結
ぶ
最
短
の
ル
ー
ト
と
し
て
多
く
の
船
舶
が
行
き
交
っ
て
い
る

が
、
潮
汐
の
干
満
差
が
大
き
い
う
え
に
海
峡
は
狭
く
、
地
形
が
複
雑
な
た
め
、
潮

流
も
速
く
複
雑
に
な
る
。
狭
い
海
峡
に
多
く
の
船
が
行
き
交
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
日
中
に
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
使
人
た
ち
一
行
に
と
っ

て
、
周
防
大
島
の
鳴
門
を
無
事
に
通
過
す
る
こ
と
が
い
か
に
重
大
事
で
あ
っ
た
か

を
、
こ
の
題
詞
は
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
第
一
首
の
「
こ
れ
や
こ
の
」
は
、

　
　

 

こ
れ
や
こ
の
大
和
に
し
て
は
我
が
恋
ふ
る
紀き伊
道ぢ

に
あ
り
と
い
ふ
名
に
負
ふ

背
の
山 

（
三
五
）

の
よ
う
に
、
噂
で
知
っ
て
い
た
事
柄
が
眼
前
に
現
れ
た
と
き
の
驚
き
の
表
現
の
型

で
あ
り
、「
追
作
」
で
あ
る
こ
と
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

第
一
首
は
大
島
の
鳴
門
を
通
過
中
に
目
に
触
れ
た
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ

う
。
第
二
首
は
「
波
の
上
に
浮
き
寝
せ
し
宵
」
か
ら
回
想
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
、
こ
れ
は
「
追
作
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
難
所
を
通
過
し
、
し
ば
ら
く
時
間

が
経
過
し
て
安
定
し
た
航
海
に
な
っ
て
か
ら
、
通
過
前
の
不
安
だ
っ
た
状
況
を
ふ

り
か
え
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
は
か
つ
て
現
地
の
情
景
を
詠
む
第
一
首
と
望
郷
を
う
た
う
第
二
首
と
が
組

み
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
想
像
を
含
む
こ
と
を
断
っ
た
う
え
で
、「
第
一
首

は
大
島
の
鳴
門
を
通
過
す
る
際
に
作
ら
れ
、
後
に
第
二
首
が
作
ら
れ
る
場
面
で
通

過
地
の
珍
し
い
情
景
を
話
題
に
し
な
が
ら
再
度
誦
詠
さ
れ
た
」
可
能
性
を
述
べ
た

こ
と
が
あ
る ）

34
（

。
今
も
そ
の
可
能
性
は
残
し
つ
つ
、
別
案
と
し
て
二
首
を 

同
時
に

誦
詠
す
る
場
は
想
定
せ
ず
、
大
嶋
鳴
門
を
通
過
す
る
前
の
心
情
を
反
映
し
た
望
郷
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可
之
布
江
に
鶴
鳴
き
わ
た
る 

志
賀
の
浦
に
沖
つ
白
波
立
ち
し
来
ら
し
も

 

（
三
六
五
四
）

　
　

 

今
よ
り
は
秋
づ
き
ぬ
ら
し 

あ
し
ひ
き
の
山
松
蔭
に
ひ
ぐ
ら
し
鳴
き
ぬ

 

（
三
六
五
五
）

　

12　

七
夕
仰
二 

觀
天
漢
一 

各
陳
レ 

所
レ 

思
作
歌
三
首

　
　

 

秋
萩
に
に
ほ
へ
る
我
が
裳
濡
れ
ぬ
と
も  

君
が
御み

船
の
綱
し
取
り
て
ば

 

（
三
六
五
六
）
大
使

　
　

 

年
に
あ
り
て
一ひ
と
夜よ

妹
に
逢
ふ
彦
星
も 

我
に
ま 

さ
り
て
思
ふ
ら
め
や
も

 

（
三
六
五
七
）

　
　

 

夕
月
夜
影
立
ち
寄
り
あ
ひ 

天
の
川
漕
ぐ
舟
人
を
見
る
が 

羨と
も
し
さ

 

（
三
六
五
八
）

　

13　

海
邊
望
レ 

月
作
歌
九
首

　
　

 

秋
風
は
日
に
異け

に
吹
き
ぬ 

我 

妹
子
は
い
つ
と
か
我
を
斎い
は
ひ
待
つ
ら
む

 

（
三
六
五
九
）
大
使
之
第
二
男

　
　

 

神
さ
ぶ
る
荒
津
の
崎
に
寄
す
る
波 

間
な
く
や
妹
に
恋
ひ
わ
た
り
な
む

 

（
三
六
六
〇
）
土
師
稲
足

　
　

 

風
の
む
た
寄
せ
来
る
波
に 

い
ざ
り
す
る
海
人
娘
子
ら
が
裳
の
裾
濡
れ
ぬ

 

（
三
六
六
一
）

　
　

 

天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
夜
そ
更
け
に
け
る 

よ
し
ゑ
や
し
ひ
と
り
寝ぬ

る
夜

は
明
け
ば
明
け
ぬ
と
も 

（
三
六
六
二
）﹇
旋
頭
歌
﹈

　
　

 

わ
た
つ
み
の
沖
つ
縄
海
苔 

く
る
時
と 

妹
が
待
つ
ら
む
月
は
経
に
つ
つ

 

（
三
六
六
三
）

　
　

 
志
賀
の
浦
に
い
ざ
り
す
る
海
人 

明
け
来
れ
ば
浦
廻み

漕
ぐ
ら
し
楫
の
音
聞
こ
ゆ

 

（
三
六 

六
四
）

　
　

 

妹
を
思
ひ
寐い

の
寝ね

ら
え
ぬ
に 

暁
の
朝
霧
隠ご
も
り
雁
が
ね
そ
鳴 

く 

（
三
六
六
五
）

　
　

 

夕
さ
れ
ば
秋
風
寒
し 

我
妹
子
が
解
き
洗
ひ
衣 

行
き
て
早
着
む 

（
三
六
六
六
）

詞
を
も
つ
部
分
は
、
同
じ
書
式
の
続
く
部
分
に
つ
い
て
今
述
べ
た
よ
う
な
理
解
の

仕
方
で
は
済
ま
な
い
内
容
を
も
つ
。
そ
の
異
な
る
題
詞
を
も
つ
部
分
の
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
題
詞
で
強
調
さ
れ
て
い
る
内
容
を
含
め
て
歌
群
の
内
容

を
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
使
人
た
ち
当
事
者
の

認
識
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
遣
新
羅
使
人
の
残
し
た
歌
に
対
す
る
編
者
の
解
釈
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た

解
釈
は
、
個
々
に
程
度
の
差
は
あ
れ
、「
脚
色
」
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
つ
つ
歌

群
全
体
の
意
匠
を
凝
ら
す
こ
と
に
通
じ
る
。

　

そ
こ
で
本
節
で
は
、
題
詞
に
編
者
の
解
釈
が
書
き
加
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
部

分
に
注
目
し
、
小
歌
群
単
位
で
の
意
味
と
、
編
者
の
解
釈
が
め
ざ
し
た
こ
と
を
考

え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

季
節
が
ら
台
風
な
ど
の
悪
天
候
が
続
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
前
年
冬
か
ら
大
宰

府
管
内
で
天
然
痘
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
に
か
か
わ
る
の
か ）

35
（

、
使
人
た
ち
一
行

は
よ
う
や
く
「
筑
紫
舘
」
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
の 

、
し
ば
ら
く
先
に
進
め
な
い

状
況
が
続
き
、
筑
紫
舘
が
あ
る
博
多
湾
の
周
辺
で
詠
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
小
歌
群

が
並
ん
で
い
る
。
題
詞
と
歌
を
左
に
示
そ
う
（
作
者
名
が
判
明
す
る
も
の
は
歌
番

号
下
に
示
し
、
異
伝
は
省
略
す
る
）。

　

11　

至
二 

筑
紫
舘
一 

、
遥
望
二 

本
郷
一 

悽
愴
作
歌
四
首

　
　

 

志し

賀か

の
海
人
の
一ひ
と
日ひ

も
落
ち
ず
焼
く
塩
の 

辛か
ら
き
恋
を
も
吾
は
す
る
か
も

 

（
三
六
五
二
）

　
　

 

志
賀
の
浦
に
い
ざ
り
す
る
海  

人 

家
人
の
待
ち
恋
ふ
ら
む
に
明
か
し
釣
る
魚う
を

 

（
三
六
五
三
）
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あ
っ
て
、
家
人
が
待
っ
て
い
る
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
、
海
人
が
夜
を
徹
し
て
釣

り
を
す
る
様
子
に
見
入
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
近
世
の
注
釈
書
に
は
題

詞
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
解
釈
が
い
ろ
い
ろ
試
み
ら
れ
て
い
る
が ）

37
（

、
一
首
の
表

現
に
即
し
て
解
釈
す
る
限
り
、「
明
か
し
釣
る
魚
」
と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
表
現

は
海
人
の
漁
を
注
視
す
る
態
度
で
あ
っ
て
、
そ
の
裏
に
故
郷
の
家
族
が
自
分
を
思

う
心
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま

た
、
鳴
き
わ
た
る
鶴
を
読
む
三
六
五
四
に
つ
い
て
、『
全
注
』
は
こ
の
時
期
に
鶴

は
存
在
し
な
い
と
し
て
後
補
の
作
と
み
な
す
け
れ
ど
も
、
使
人
が
鶴
（
視
界
に

入
っ
た
鳥
を
渡
り
鳥
の
ツ
ル
と
み
な
し
て
詠
ん
だ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
）
を
捉
え

て
う
た
っ
て
い
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
博
多
湾
の
東
の
奥
に
位
置
す
る
香
椎
の
入

江
と
さ
れ
る
可
之
布
江
に
向
か
っ
て
鳴
き
渡
る
鳥
を
見
て
、
外
海
に
接
す
る
志
賀

の
浦
の
沖
の
浪
を
想
像
す
る
内
容
で
あ
り
、
渡
り
鳥
を
捉
え
た
か
ら
と
言
っ
て
直

ち
に
望
郷
の
念
が
か
き
た
て
ら
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　
「
ひ
ぐ
ら
し
鳴
き
ぬ
」
と
う
た
い
、
鳴
き
始
め
た
こ
と
を
表
現
す
る
三
六
五
五

に
出
て
く
る
ヒ
グ
ラ
シ
は
時
期
か
ら
見
て
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
だ
と
す
る
東
光
治

「
蝉
及
び
ひ
ぐ
ら
し
考 ）

38
（

」
の
説
は
、
直
後
に
「
七
夕
」
に
詠
ま
れ
た
歌
群
が
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
説
得
力
が
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
本
歌
は
、
法
師

蝉
の
特
徴
の
あ
る
鳴
き
声
に
よ
っ
て
秋
が
近
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
使
人
た
ち
に

と
っ
て
妻
（
妹
）
と
約
束
し
た
帰
還
の
「
秋
」
が
迫
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
る
、
と
い
う
内
容
に
な
る
。
こ
れ
は
題
詞
の
述
べ
る
内
容
に
か
か
わ
っ
て
く

る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
個
々
の
歌
を
表
現
に
即
し
て
読
み
直
す
と
、
こ
の
歌
群
は
、
各
歌
と

も
、
現
地
で
使
人
た
ち
の
耳
目
に
触
れ
た
異
郷
の
景
を
、
写
実
的
に
捉
え
る
点
に

特
徴
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
望
郷
の
主
題
を
詠
ん
で
い
る
の
は
第
一
首

（
三
六
五
二
）
と
第
四
首
（
三
六
五
五
）
の
み
で
、
中
間
の
二
首
は
、
題
詞
の

「
遥
望
二 

本
郷
一 

悽
愴
作
」
に
対
応
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　

 

我
が
旅
は
久
し
く
あ
ら
し 

こ
の
吾
が
着け

る
妹
が
衣
の
垢
つ
く
見
れ
ば

 

（
三
六
六
七
）

　

14　
 

到
二 

筑
前
國
志
麻
郡
之
韓
亭
一 

、
舶
泊
経
二 

三
日
一 

。
於
レ 

時
、
夜
月
之
光
、

皎

流
照
。
奄
對
二 

此
華
一 

、
旅
情
悽
噎
。
各
陳
二 

心
緒
一 

、
聊
以
裁
歌
六
首

　
　

 

大
君
の
遠
の
朝
廷
と
思
へ
れ
ど 

日け

長
く
し
あ
れ
ば
恋
ひ
に
け
る
か
も

 

（
三
六
六
八
）
大
使

　
　

 

旅
に
あ
れ
ど
夜
は
火
燈と
も
し
居
る
我
を 

闇
に
や
妹
が
恋
ひ
つ
つ
あ
る
ら
む

 

（
三
六
六
九
）
大
判
官

　
　

 

韓か
ら

亭と
ま
り
能の

許こ

の
浦
波
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も 

家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し

 

（
三
六
七
〇
）

　
　

 

ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
に
あ
ら
ま
せ
ば 
家
な
る
妹
に
逢
ひ
て
来こ

ま
し
を

 

（
三
六
七
一
）

　
　

 

ひ
さ
か
た
の
月
は
照
り
た
り 

暇い
と
まな
く
海
人
の
い
ざ
り
は
燈
し
合
へ
り
見
ゆ

 

（
三
六
七
二
）

　
　

 

風
吹
け
ば 

沖 

つ
白
波
畏か
し
こみ
と 

能
許
の
亭と
ま
りに
あ
ま
た
夜
そ
寝ぬ

る 
（
三
六
七
三
）

　

11
は
異
国
で
あ
る
志
賀
島
の
海
人
が
生
業
に
励
む
様
子
に
好
奇
の
視
線
を
向
け

る
と
と
も
に
郷
愁
を
か
き
た
て
ら
れ
る
前
半
二
首
と
、
現
地
の
情
景
を
う
た
う
後

半
二
首
か
ら
成
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
題
詞
が
言
う
「
遥
望
二 

本
郷
一 

悽
愴
作
」
の
内
容
に
四

首
す
べ
て
が
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。「
辛
き
恋
を
も
吾
は
す
る
か

も
」
と
う
た
う
三
六
五
二
は
本
郷
（
故
郷
）
へ
の
帰
還
を
遥
か
に
待
ち
望
み ）

36
（

、
い
ま

だ
目
的
地
の
新
羅
に
着
か
な
い
苦
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
三
六
五
三
に
は
「
家
人
」
が
出
て
く
る
け
れ
ど
も
、「
家
人
の

待
ち
恋
ふ
ら
む
」
と
う
た
わ
れ
た
の
は
使
人
の
家
人
で
は
な
く
海
人
の
そ
れ
で
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ず
れ
も
、
恋
人
と
会
え
な
い
ま
ま
夜
が
ふ
け
た
こ
と
を
嘆
く
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
歌
（
筆
者
注
、
山
の
端
に
い
さ
よ
ふ
月
を
出
で
む
か
と
待
ち
つ
つ
居
る

に
夜
ぞ
更
け
に
け
る
（
一
〇
七
一
）
を
さ
す
）
は
ち
が
う
。
純
粋
に
月
の
出
が
遅

い
の
を
嘆
い
て
い
る
。
恋
人
を
待
つ
よ
う
に
月
の
出
を
待
つ
の
で
あ
る
。」
と
あ
る

の
が
参
考
に
な
る
。
13
の
詠
ま
れ
た
海
辺
で
は
、

　
　

 

一ひ
と
重へ

山
隔へ
な
れ
る
も
の
を 

月
夜
よ
み
門か
ど
に
出
で
立
ち
妹
か
待
つ
ら
む

 

（
七
六
五
）

　
　

 

春
日
山
お
し
て
照
ら
せ
る
こ
の
月
は　

妹
が
庭
に
も
さ
や
け
く
あ
り
け
り

 

（
一
〇
七
四
）

　
　

 

こ
の
月
の
こ
こ
に
来
た
れ
ば　

今
と
か
も
妹
が
出
で
立
ち
待
ち
つ
つ
あ
る
ら
む

 

（
一
〇
七
八
）

な
ど
に
見
ら
れ
る
、
離
れ
て
い
る
妹
と
同
じ
月
を
眺
め
る
と
い
う
発
想
の
型
が
一

同
の
間
で
共
通
に
意
識
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
月
の
出
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
九
首
の
う
ち
前
半
の
四
首
ま
で
は
共
通
す
る
主
題
が
展
開
し
て
い
た
が
、

第
四
首
の
旋
頭
歌
（
三
六
六
二
）
が
月
を
待
つ
の
は
あ
き
ら
め
、「
そ
れ
な
ら
そ

れ
で
、
夜
を
徹
し
て
宴
を
続
け
よ
う
」（『
釈
注
』）
と
呼
び
掛
け
て
か
ら
の
後
半

五
首
は
、
い
ず
れ
の
歌
も
焦
燥
感
に
満
ち
た
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、

「
海
邊
望
レ 

月
」
と
は
、
家
郷
で
待
つ
妹
も
同
じ
月
を
眺
め
る
で
あ
ろ
う
と
の
前
提

に
立
っ
て
、
海
辺
で
月
の
出
を
待
ち
望
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
「
望
」
の
用
法
は
、
現
代
語
の
「
眺
め
る
」
意
で
は
な
く
、
11
の
「
遥

望
二 
本
郷
一 
」
の
「
望
」
と
「
待
ち
望
む
」
意
で
重
な
り
、
主
題
の
連
続
を
念
頭
に

置
く
、
編
纂
の
段
階
で
書
か
れ
た
題
詞
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
よ
う
。

 　

14
「
到
二 
筑
前
國
志
麻
郡
之
韓 

亭
一 

、
舶
泊
経
二 

三
日
一 

。
於
レ 

時
、
夜
月
之
光
、

皎

流
照
。
奄
對
二 
此
華
一 

、
旅
情
悽
噎
。
各
陳
二 

心
緒
一 

、
聊
以
裁
歌
六
首
」

　

そ
の
よ
う
に
歌
群
の
内
容
を
網
羅
的
に
題
詞
が
説
明
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

周
辺
の
歌
群
に
つ
い
て
も
読
み
直
し
が
必
要
に
な
ろ
う
。

　

12
「
七
夕
仰
二 

觀
天
漢
一 

各
陳
レ 

所
レ 

思
作
歌
三
首
」（
三
六
五
六
〜
八
題
）
は
、

一
読
し
て
歌
の
内
容
と
題
詞
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
。
重
要
な
の
は
「
七

夕
」（
七
月
七
日
の
夜
）
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
11
で
は
「
今
よ
り
は
秋
づ

き
ぬ
ら
し
」
と
蝉
の
声
に
よ
っ
て
感
覚
的
に
捉
え
て
い
た
秋
が
、
暦
の
上
で
い
っ

そ
う
明
確
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
歌
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
は
、
伊
藤
博
「
万

葉
の
人
格 ）

39
（

」
の
「
大
使
の
三
六
五
六
は
純
粋
な
七
夕
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、
大

使
の
歌
に
導
か
れ
た
三
六
五
七
と
三
六
五
八
と
は
七
夕
を
素
材
に
借
り
た
旅
愁
の

歌
」
と
い
う
理
解
で
尽
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
群
に
つ
い
て
は
、
題
詞
と
歌
の
内

容
と
の
間
に
齟
齬
は
な
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

13
「
海
邊
望
レ 

月
作
歌
九
首
」（
三
六
五
九
〜
六
七
題
）
は
、「
月
ヲ
望
ミ
テ
」

と
あ
り
な
が
ら
、
月
を
詠
む
歌
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
に

説
か
れ
て
い
る
。
前
半
第
四
首
（
三
六
六
二
）
の
旋
頭
歌
を
除
く
と
、「
秋
風
は

日
に
異
に
吹
き
ぬ
」（
三
六
五
九
）、「
神
さ
ぶ
る
荒
津
の
崎
に
寄
す
る
波
」

（
三
六
六
〇
）、「
風
の
む
た
寄
せ
来
る
波
に
」（
三
六
六
一
）
の
表
現
か
ら
、
激
し

く
風
が
吹
き
波
が
荒
く
立
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
こ
で
本
稿
が
注
視
し

た
い
の
は
、
大
使
の
第
二
男
お
よ
び
土
師
稲
足
の
歌
が
、
波
や
風
を
表
現
し
な
が

ら
妹
（
我
妹
子
）
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
小
歌
群
中
唯
一
の
旋
頭

歌
（
三
六
六
二
）
に
お
け
る
「
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
夜
そ
更
け
に
け
る
」
と

い
う
表
現
で
あ
る
。「
振
リ
放
ケ
見
ル
」
は
『
全
注
巻
第
十
五
』
に
よ
れ
ば
「
視

線
を
遠
く
へ
押
し
や
り
仰
ぎ
見
る
表
現
」
で
、
元
来
「
儀
礼
的
な
場
合
に
用
い
ら

れ
た
表
現
」
だ
っ
た
も
の
が
、「
一
般
的
な
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
も
、
何
か
、
そ
こ
に
、
自
分
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
も
の
へ
の
一
抹
な
が

ら
強
い
憧
憬
の
心
情
が
う
か
が
え
る
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
夜
ソ
更
ケ
ニ
ケ

ル
」
に
つ
い
て
は
、
渡
瀬
昌
忠
『
全
注
巻
第
七
』
一
〇
七
一
の
【
考
】
に
、「
い
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の
低
い
使
人
た
ち
の
歌
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
歌
詠
み
の
才
能
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も

の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
の
見
事
な
展
開
を
押
さ
え
た
上
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
歌
会

の
最
初
か
ら
題
詞
に
示
す
「
月
光
」
が
出
て
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
と
い
う

こ
と
。
第
一
首
か
ら
第
六
首
ま
で
、
時
間
の
経
過
と
共
に
歌
い
継
が
れ
て
い
っ
た

と
す
れ
ば
、
題
詞
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
月
光
の
皎
々
と
照
る
さ
ま
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
う
た
い
始
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
第
三
首
目
ま
で
は

月
光
に
一
同
の
関
心
は
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ

の
題
詞
は
「
舶
泊
経
二 

三
日
一 

」
の
よ
う
に
当
事
者
で
な
け
れ
ば
書
け
な
い
内
容
を

も
つ
一
方
、
全
体
の
歌
の
場
に
は
合
致
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

前
後
の
歌
群
を
見
直
し
て
み
る
と
、
10
「
佐
婆
海
中
忽
遭
二 

逆
風
一 

、
漲
浪
漂

流
。
経
宿
而
後
、
幸
得
二 

順
風
一 

、
到
二 

著
豊
前
國
下
毛
郡
分
間
浦
一 

。
於
レ 

是
追
二 

怛
艱
難
一 

、
悽
惆
作
歌
八
首
」（
三
六
四
四
〜
五
一
）
の
歌
群
の
最
後
に
月
の
歌
が

二
首
連
続 

し
、
11
「
至
二 

筑
紫
舘
一 

遥
望
二 

本
郷
一 

悽
愴
作
歌
四
首
」
を
挟
ん
で
、

12
「
七
夕
仰
二 

觀
天
漢
一 

」
と
題
し
て
、
月
や
星
を
「
妻
を
偲
ぶ
よ
す
が
（
拠
り

所
）」
と
捉
え
る
歌
が
以
下
の
よ
う
に
並
ぶ
。

　
　

 

ひ
さ
か
た
の
天
照
る
月
は
見
つ
れ
ど
も　

吾
が
思
ふ
妹
に
逢
は
ぬ
頃
か
も

 

（
三
六
五
〇
）

　
　

 

ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
は
早
も
出
で
ぬ
か
も　

海
原
の
八や

十そ

島
の
上
ゆ
妹
が

あ
た
り
見
む 

（
三
六
五
一
）[

旋
頭
歌
也]

　

11　
 

至
二 

筑
紫
舘
一 

遥
望
二 

本
郷
一 

悽
愴
作
歌
四
首

 
 

 [
歌
は
省
略]

　

12　

 

七
夕
仰
二 
觀
天
漢
一 

各
陳
レ 

所
レ 

思
作
歌
三
首

　
　

 

秋
萩
に
に
ほ
へ
る
我
が
裳
濡
れ
ぬ
と
も　

君
が
御
船
の
綱
し
取
り
て
ば

 

（
三
六
五
六
）
大
使

（
三
六
六
八
〜
七
三
題
）
に
移
る
。「
舶
泊
経
二 

三
日
一 

」
と
あ
る
も
の
の
、
六
首

の
歌
か
ら
滞
在
日
数
を
割
り
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
は
当
事
者
で
な
け
れ

ば
書
け
な
い
内
容
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
続
く
「
時
ニ
夜
月
ノ
光
、
皎
々
ト
シ
テ
流
照
ス
。
タ
チ
マ

チ
ニ
此
ノ
華
ニ
対
ヒ
、
旅
情
悽
噎
ス
」
と
は
、
夜
月
の
白
々
と
し
た
光
を
き
っ
か

け
に
旅
情
に
悲
し
み
噎
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
此
ノ
華
ニ
対
ヒ
と
は
月
光
の
美
し

さ
に
向
き
合
っ
て
の
意
で
あ
る
が
、
月
光
を
詠
む
の
は
第
四
首
（
三
六
七
一
）・

第
五
首
（
三
六
七
二
）
の
み
で
あ
る ）

40
（

。
用
語
の
上
で
能
許
・
亭
・
波
を
共
通
に

も
つ
第
三
首
（
三
六
七
〇
）
と
第
六
首
（
三
六
七
三
）
が
対
応
し
、
第
三
首
か
ら

第
六
首
ま
で
の
四
首
は
、
大
使
と
大
判
官
が
詠
ん
だ
前
の
二
首
を
承
け
て
作
ら
れ

て
い
る
。「
大
君
の
遠
の
朝
廷
と
思
へ
れ
ど
」（「
地
方
の
侘
び
し
い
土
地
に
い
て

も
、
そ
こ
を
『
大
君
の
遠
の
朝
廷
』
と
思
っ
て
、
慰
め
て
い
る
け
れ
ど
」（
窪
田

『
評
釈
』））
と
自
ら
の
公
的
な
立
場
を
意
識
し
な
が
ら
「
日
長
く
し
あ
れ
ば
恋
ひ

に
け
る
か
も
」（
旅
に
あ
る
月
日
が
長
い
の
で
、
都
が
恋
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
）

と
望
郷
の
念
を
う
た
っ
て
見
せ
た
大
使
の
第
一
首
に
対
し
、
第
二
首
は
大
判
官
が

第
一
首
の
望
郷
の
主
題
を
、「
旅
に
あ
れ
ど
夜
は
火
と
も
し
を
る
我
を
」（
旅
の
身

で
も
、
夜
に
は
と
も
し
火
の
も
と
に
い
る
こ
と
が
出
来
る
私
な
の
に
）
と
即
興
的

に
、「
闇
に
や
妹
が
恋
ひ
つ
つ
あ
る
ら
む
」（
暗
闇
の
中
で
、
家
の
妻
は
私
に
恋
い

焦
が
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
）
と
私
事
を
詠
ん
で
展
開
さ
せ
た
も
の
。
第
三
首

以
下
の
四
首
は
第
三
・
四
首
が
「
家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
」「
家
な
る
妹
に
逢
ひ
て

来
ま
し
を
」
と
第
二
首
に
登
場
し
た
家
の
妻
へ
の
思
い
を
う
た
っ
て
、
第
一
首
か

ら
の
望
郷
の
主
題
を
引
き
継
ぎ
、
第
五
・
六
首
が
「
海
人
の
い
ざ
り
（
漁
り
火
）」

「
沖
つ
白
波
」
と
、
こ
ち
ら
は
韓
亭
能
許
ノ
浦
の
景
を
眺
め
現
地
の
情
景
を
う
た

い
つ
つ
、
第
六
首
で
は
大
使
の
第
一
首
の
「
日
長
く
し
あ
れ
ば
」
を
承
け
て
「
あ

ま
た
夜
ぞ
寝
る
」
と
望
郷
の
念
を
滲
ま
せ
て
う
た
い
収
め
る
。
六
首
は
こ
の
よ
う

に
即
興
的
に
見
事
な
展
開
を
示
す
。
特
に
無
署
名
の
第
三
首
以
下
は
比
較
的
身
分
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う
や
く
月
の
光
を
見
出
し
た
一
行
は
、
新
羅
に
向
け
て
玄
界
灘
の
航
海
を
再
開
す

る
。「
月
」
を
核
に
し
て
航
海
の
厳
し
さ
を
表
現
す
べ
く
、「
於
レ 

時
、
夜
月
之
光
、

皎

流
照
。
奄
對
二 

此
華
一 

、
旅
情
悽
噎
」
と
殊
更
月
に
筆
を
費
や
す
の
で
あ
る
。

　

一
連
の
題
詞
に
は
、
使
人
た
ち
が
残
し
た
歌
稿
群
か
ら
編
者
が
読
み
と
っ
た
主

題
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
11
〜
14
の
一
連
に
つ
い
て
は
、
帰
郷
に
つ
い
て
絶
望
的

な
状
況
に
置
か
れ
た
使
者
た
ち
が
家
の
妻
を
偲
ぶ
拠
り
所
と
な
る
「
月
」
の
あ
り

よ
う
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悲
劇
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
よ
う
な

「
脚
色
」
が
施
さ
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

む
す
び
に

　

以
上
、
お
も
に
題
詞
を
中
心
と
す
る
注
記
の
書
式
に
注
目
し
、
実
録
と
し
て
残

さ
れ
た
使
人
た
ち
の
歌
を
基
に
、
編
纂
の
次
元
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
ど

の
よ
う
な
内
容
が
加
え
ら
れ
、
遣
新
羅
使
人
歌
群
と
い
う
作
品
全
体
を
通
し
て
何

が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
論
各
節
で
は
時
間
の
流
れ
と
空

間
の
移
動
と
ふ
た
つ
の
側
面
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
歌
群
の
特
質
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
べ
く
、「
題
詞
・
左
注
の
内
容
か
ら
見
た
遣
新
羅
使
人
歌
群
実
録
部
の
展

開
」
を
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
録
的
部
分
が
そ
の
内
容
か
ら
瀬
戸
内
海
航

路
・
筑
紫
舘
・
壱
岐
対
馬
に
向
か
う
玄
界
航
路
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
突

き
と
め
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
お
け
る
歌
の
内
容
と
題
詞
・
左
注
の

あ
り
よ
う
と
を
読
み
比
べ
た
結
果
、「
実
録
」
と
し
て
の
性
格
を
尊
重
し
つ
つ
、

使
人
た
ち
を
襲
っ
た
苦
難
を
劇
的
に
表
現
す
る
た
め
の
「
脚
色
」
が
、
主
と
し
て

題
詞
に
変
化
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
遣
新
羅
使
人
歌
群
を
読
み
直
す
な
ら
ば
、
題
詞
の
書
式

が
似
通
う
部
分
に
つ
い
て
は
歌
の
内
容
を
味
わ
う
こ
と
に
努
め
る
こ
と
で
、
一
行

が
た
ど
っ
た
各
地
の
情
景
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
航
海
の
状
況

　
　

 

年
に
あ
り
て
一
夜
妹
に
逢
ふ
彦
星
も　

我
に
ま
さ
り
て
思
ふ
ら
め
や
も

 

（
三
六
五
七
）

　
　

 
夕
月
夜
影
立
ち
寄
り
あ
ひ　

天
の
川
漕
ぐ
舟
人
を
見
る
が
羨
し
さ

 

（
三
六
五
八
）

　

そ
う
し
て
月
の
歌
を
も
た
ず
に
題
詞
に
「
海
辺
ニ
シ
テ
月
ヲ
望
ミ
テ
作
ル
九

首
」
と
記
す
13
の
歌
群
へ
と
続
い
て
い
く
構
成
の
背
景
に
は
、
使
人
た
ち
が
冒
頭

の
家
族
と
の
別
れ
の
場
面
で
、
秋
の
帰
還
を
約
束
し
て
出
発
し
た
こ
と
が
大
き
く

か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

時
は
す
で
に
秋
と
な
り
、
し
か
も
い
ま
だ
目
的
地
・
新
羅
に
も
到
着
し
な
い
。

か
か
る
状
況
の
も
と
、
七
夕
の
歌
を
通
し
て
一
年
に
一
度
の
逢
会
を
果
た
す
牽

牛
・
織
女
を
う
た
っ
た
使
人
た
ち
は
、
七
日
を
過
ぎ
て
か
ら
は
家
で
待
つ
妻
を
偲

ぶ
拠
り
所
と
し
て
月
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
れ
よ
り
後
に
詠
ま
れ

た
、

　
　

 

ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
に
あ
ら
ま
せ
ば　

家
な
る
妹
に
逢
ひ
て
来
ま
し
を

 
（
三
六
七
一
）

　
　

 

天あ
ま
離ざ
か
る
鄙ひ
な
に
も
月
は
照
れ
れ
ど
も　

妹
ぞ
遠
く
は
別
れ
来
に
け
る

 

（
三
六
九
八
）

な
ど
を
見
る
と
、
月
の
出
現
が
妻
を
偲
ぶ
契
機
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
七
夕
詠
の
直
後
に
月
を
待
ち
望
む
宴
が
営
ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
14
「
到
二 

筑
前
國
志 

麻
郡
之
韓
亭
一 

、
舶
泊
経
二 

三
日
一 

。
於
レ 

時
、
夜
月
之
光
、
皎

流
照
。
奄
對
二 

此
華
一 

、
旅
情
悽
噎
。
各
陳
二 

心
緒
一 

、
聊
以

裁
歌
六
首
」（
三
六
六
八
〜
七
三
題
）
の
第
四
首
（
三
六
七
一
）
に
お
い
て
、
よ
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終
末
部
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
実
録
的
部
分
に
お
け
る
編
集
の
あ
り
よ
う

を
通
じ
て
、
次
の
よ
う
な
見
通
し
を
導
く
は
ず
で
あ
る
。

―
大
使
を
壱
岐
で
喪

い
、
副
使
大
伴
三
中
も
途
中
で
病
に
罹
っ
て
拝
朝
が
二
か
月
ほ
ど
遅
れ
る
、
悲
惨

な
運
命
を
た
ど
っ
た
こ
の
遣
新
羅
使
人
た
ち
の
結
末
を
知
る
享
受
者

―
当
時
の

宮
廷
官
人
の
み
な
ら
ず
今
日
の
読
者
も
含
め
て

―
に
対
し
、
史
実
の
背
後
に
あ

る
使
人
た
ち
の
苦
難
を
余
す
こ
と
な
く
伝
え
る
こ
と
。

　

遣
新
羅
使
人
歌
群
に
お
け
る
歌
と
題
詞
の
連
携
し
た
表
現
は
、
こ
の
目
的
を
果

た
す
た
め
の
編
者
の
工
夫
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

が
比
較
的
順
調
な
前
半
で
は
、
停
泊
地
ご
と
の
題
詞
の
書
式
に
大
き
な
変
化
は
な

く
、
歌
の
内
容
を
通
し
て
各
場
面
の
変
化
を
楽
し
め
ば
よ
い
。
対
し
て
、
題
詞
の

書
式
や
用
語
が
変
化
す
る
部
分
で
は
、
多
く
の
場
合
、
一
行
を
襲
っ
た
困
難
を
伴

う
事
情
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
部
分
で
は
題
詞
の
内
容
と
歌
の
内

容
と
を
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
場
面
ご
と
の
苦
難
の
度
合
い

を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
の
内
容
と
題
詞
の
説
明
を
読
み
比
べ
る
こ
と
で

使
人
た
ち
の
苦
労
を
、
そ
の
時
々
の
苦
労
の
程
度
も
含
め
て
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　

途
中
、
逆
風
に
遭
っ
て
漂
流
す
る
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
筑
紫
舘
滞
在
に
か
け

て
の
部
分
で
は
、
各
場
面
で
の
様
子
を
説
明
す
る
題
詞
ご
と
に
悲
哀
を
表
す
語
を

書
き
加
え
、
そ
れ
ら
に
変
化
を
つ
け
て
、
一
行
が
抱
き
続
け
た
旅
中
の
悲
哀
が
、

あ
た
か
も
変
奏
曲
の
よ
う
に
、
小
歌
群
単
位
で
く
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
隣
り
合
う
小
歌
群
の
主
題
（
全
体
を
貫
く
題
材
）
が
異
な
る
場
合
に
、
う
た

わ
れ
た
歌
の
中
か
ら
前
後
で
共
通
す
る
要
素
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
題
詞
に
書
き
加

え
て
関
連
づ
け
る
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
特
に
、
九
州
に
入
っ
て

か
ら
は
、
約
束
し
た
「
秋
」
の
帰
還
が
果
た
せ
な
い
こ
と
が
決
定
的
と
な
り
、
各

場
面
で
使
人
た
ち
は
時
間
の
経
過
を
嘆
く
と
と
も
に
、
妹
（
妻
）
へ
の
慕
情
を

う
た
い
続
け
、
悲
哀
が
深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
歌
以

上
に
題
詞
の
果
た
し
て
い
る
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
。

　

使
人
た
ち
が
残
し
た
歌
稿
記
録
を
今
見
る
形
に
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
6

「
属
物
發
思
歌
一
首<

并
短
歌>

」（
三
六
二
七
〜
九
）
な
ど
、
編
者
に
よ
っ
て
書

き
加
え
ら
れ
た
作
品
も
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
う
た
わ
れ
て
い
る
地
名
が
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
末
尾
の
「
家
島
五
首
」
と
と
も
に
編
者
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と

み
ら
れ
る
。
遣
新
羅
使
人
と
し
て
官
命
を
帯
び
た
一
行
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
羅
で
の
出
来
事
は
一
切
記
さ
ず
、
帰
途
に
お
け
る
さ
ら
な
る
苦
難
に
つ
い

て
も
語
ら
ず
に
、
家
島
に
戻
っ
て
き
た
時
の
五
首
で
一
大
歌
群
を
終
え
る
。
こ
の

　
　

注

 （
1
） 　
「
構
造
分
析
＝
共
時
態
（
静
態
）
分
析
」
な
ら
び
に
「
資
料
編
成
分
析
＝
通
時
態

（
動
態
）
分
析
」
は
身
﨑
論
文
に
示
さ
れ
た
用
語
。
前
者
は
テ
キ
ス
ト
外
の
情
報
を

取
り
込
む
こ
と
を
せ
ず
現
行
の
テ
キ
ス
ト
の
状
態
を
尊
重
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

り
、
後
者
は
テ
キ
ス
ト
外
の
情
報
を
も
取
り
入
れ
て
編
纂
の
営
為
自
体
に
変
化
の

相
を
捉
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
指
す
。  

 （
2
） 　

大
伴
氏
の
同
族
で
、
班
田
司
の
判
官
だ
っ
た
天
平
元
年
に
、
自
死
し
た
部
下
を

悼
む
歌
（
四
四
三
〜
五
）
を
残
し
て
い
る
。 

 （
3
） 　

な
お
、
歌
群
末
尾
の
「
廻
二
来
筑
紫
一
、
海
路
入
レ
京
、
到
二
播
磨
國
家
嶋
一
之
時

作
歌
五
首
」（
三
七
一
八
〜
二
二
題
／
左
注
な
し
）（
以
下
の
論
述
で
は
「
家
島
五

首
」
と
略
す
）
は
、
使
人
た
ち
の
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
編
者
が
歌
群
全
体
を

作
品
化
す
る
際
に
補
っ
た
と
す
る
見
方
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
論
述
の
都

合
上
、
対
象
に
含
め
て
考
察
を
行
う
。 

 （
4
） 　
『
王
朝
文
学
の
考
証
的
研
究
』
風
間
書
房
一
九
七
三
年
・
初
出
一
九
五
五
年 

 （
5
） 　
『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
八
巻
第
六
号
、
一
九
六
一
年 

 （
6
） 　
『
萬
葉
集
考
叢
』
宝
文
館
一
九
五
五
年
・
初
出
一
九
五
一
年 
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 （

7
） 　
『
萬
葉
集
講
座 

第
六 

編
纂
研
究
篇
』
春
陽
堂
一
九
三
三
年 

 （
8
） 　
『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
一
巻
第
三
号
、
一
九
五
四
年 

 （
9
） 　
『
萬
葉
作
品
考
』
和
泉
書
院
一
九
八
四
年
・
初
出
一
九
五
七
年 

 （
10
） 　
『
萬
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
下
、
塙
書
房
一
九
七
四
年
・
初
出
一
九
六
八
年 

 （
11
） 　
『
遊
文
録 

萬
葉
篇
一
』
和
泉
書
院
一
九
九
三
年
・
初
出
一
九
七
二
年 

 （
12
） 　
『
萬
葉
集
へ
の
視
角
』
和
泉
書
院
一
九
九
〇
年
・
初
出
一
九
八
〇
年 

 （
13
） 　
『
萬
葉
歌
の
主
題
と
意
匠
』
塙
書
房
一
九
九
八
年
・
初
出
一
九
七
八
年 

 （
14
） 　

注（
11
）
に
同
じ
。 

 （
15
） 　

注（
12
）
に
同
じ
。 

 （
16
） 　
『
萬
葉
集
の
歌
群
と
配
列
』
下
、
塙
書
房
一
九
九
二
年
・
初
出
一
九
八
四
年 

 （
17
） 　
『
万
葉
集
の
編
纂
資
料
と
成
立
の
研
究
』
お
う
ふ
う
二
〇
〇
二
年
・
初
出

一
九
七
八
年 

 （
18
） 　

注（
６
）
に
同
じ
。 

 （
19
） 　

注（
４
）
に
同
じ
。 

 （
20
）　
『
萬
葉
集
大
成
４
訓
詁
篇
下
』
平
凡
社
一
九
五
五
年 

 （
21
） 　

注（
12
）
に
同
じ
。 

 （
22
） 　

注（
17
）
に
同
じ
。 

 （
23
） 　
『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
７
、
有
斐
閣
一
九
七
八
年
、
の
ち
加
筆
し
て
『
万
葉
集
成
立

新
論
』
桜
楓
社
一
九
八
六
年
に
収
録
。 

 （
24
） 　

注（
16
）
前
掲
書
・
一
八
頁
参
照
。
初
出
一
九
八
二
年 

 （
25
） 　

題
詞
本
文
の
「
狛
」
に
つ
い
て
「
柏
」
の
誤
写
と
解
す
る
井
上
通
泰
「
狛
島
亭
」

（『
萬
葉
集
雑
攷
』
明
治
書
院
一
九
三
二
年
・
一
三
七
～
九
頁
）
の
説
に
よ
る

べ
き
か
。 

 （
26
） 　

13
の
み
左
注
形
式
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
藤
博
「
海
辺
に
し
て
月
を
望
む

歌
九
首
」（
注（
16
）
前
掲
書
・
初
出
一
九
八
八
年
）
は
「
三
六
六
二
の
旋
頭
歌
が

録
事
自
身
の
歌
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
」
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
四
七

頁
）。
遣
新
羅
使
歌
群
中
に
三
首
あ
る
旋
頭
歌
が
い
ず
れ
も
一
連
の
歌
の
場
に
お
け

る
重
要
な
位
置
で
存
在
意
義
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
肯
わ
れ
る
も
の
の
、

三
六
五
一
の
歌
と
脚
注
が
録
事
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
は
言
え
ず
、
注
記
に
関
し

て
こ
れ
以
上
踏
み
込
ん
だ
言
及
は
困
難
で
あ
る
。 

 （
27
） 　

長
門
島
の
比
定
地
に
つ
い
て
は
、
扇
畑
忠
雄
「
萬
葉
集
『
長
門
島
』
考
」（『
国

語
国
文
』
一
九
三
五
年
一
〇
月
号
、
の
ち
『
萬
葉
歌
の
詩
法
』
お
う
ふ
う

一
九
九
五
年
に
収
録
）
が
研
究
史
に
も
触
れ
て
詳
細
だ
が
、
八
十
年
余
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
九
年
二
月
一
二
〜
三
日
、
実
地
踏
査
を
行
っ
た
。

島
の
中
心
部
を
な
す
本
浦
の
東
寄
り
に
位
置
す
る
桂
ヶ
浜
に
は
、
桂
浜
神
社
と
そ

の
背
後
の
山
林
と
を
併
せ
て
「
長
門
の
島
の
小
松
原
」
を
思
わ
せ
る
景
観
が
広
が

る
。『
倉
橋
町
史　

海
と
人
々
の
く
ら
し
』（
倉
橋
町
二
〇
〇
〇
年
）
に
は
昭
和

二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
、
一
九
九
六
年
の
本
浦
の
集
落
を
写
し
た
写
真
が
口
絵
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
五
、六
十
年
の
間
の
中
心
集
落
の
建
物
や
港
湾
の
雰
囲
気

の
変
遷
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
同
書
六
〇
〜
一
頁
に
掲
載
さ
れ
た
享
保
八
年

（
一
七
二
三
）
の
年
紀
が
記
載
さ
れ
て
い
る
「
安
芸
郡
倉
橋
島
本
浦
図
」（
友
沢
一

雄
氏
所
蔵
）
を
も
と
に
ト
レ
ー
ス
し
た
本
浦
の
町
割
を
見
る
と
、
集
落
は
海
に
面

し
な
が
ら
背
後
に
山
が
迫
る
地
形
の
、
海
に
向
か
っ
て
拓
け
た
複
数
の
谷
筋
に

沿
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
中
心
市
街
地
を
除
く
自
然
の
景
観
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
倉
橋
島
に
は
島
を
東
西
に
分
か
つ
断
層
が
一
本
通
っ
て

い
る
が
、
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
岩
盤
を
露
出
し
た
山
頂
を
有
し
、
桂
ヶ
浜
の
背

後
に
聳
え
る
火ひ

山や
ま

の
景
観
は
、
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
当
地

で
造
船
業
が
隆
盛
を
き
わ
め
た
近
世
期
に
お
い
て
、
中
心
部
を
流
れ
る
川
の
東
側
、

桂
ヶ
浜
に
向
か
う
一
帯
が
そ
の
中
心
地
だ
っ
た
と
い
う
（
同
書
六
六
〜
七
頁
）。
倉

橋
島
に
お
け
る
造
船
業
が
い
つ
頃
ま
で
遡
れ
る
か
は
、
決
定
的
な
資
料
に
乏
し
く

判
断
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、『
日
本
書
紀
』
推
古
二
六
年
（
六
一
八
）
か
ら
『
続
日

本
紀
』
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
ま
で
、
都
合
九
回
に
の
ぼ
る
遣
唐
使
船
の
建
造
を



 萬葉集の本文解釈学的研究 ―遣新羅使人歌群をめぐって―23

命
じ
る
記
事
の
う
ち
、
七
回
ま
で
を
安
芸
国
が
占
め
て
い
る
の
は
、
暗
示
的
で

あ
る
。 

 （
28
） 　

諸
説
に
つ
い
て
は
『
全
注
巻
第
十
五
』
参
照
。 

 （
29
） 　

注（
13
）
前
掲
書
・
三
一
〇
頁
参
照
。
初
出
一
九
九
四
年 

 （
30
） 　
『
萬
葉
集
追
攷
』
岩
波
書
店
一
九
三
八
年
・
四
九
〜
五
〇
頁
参
照
。
初
出

一
九
三
三
年 

 （
31
） 　
『
萬
葉
論
集
第
二
』
桜
楓
社
一
九
八
〇
年
・
初
出
一
九
七
八
年 

 （
32
） 　

注（
16
）
前
掲
書
・
二
八
頁
参
照
。
初
出
一
九
八
四
年 

 （
33
） 　

注（
12
）
に
同
じ
。
一
〇
八
〜
九
頁
参
照
。 

 （
34
） 　
『
文
彩
』
第
五
号
、
二
〇
〇
九
年 

 （
35
） 　
『
続
日
本
紀
』
天
平
八
年
十
月
戊
辰
条
に
よ
れ
ば
こ
の
年
一
旦
終
息
を
見
た
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
が
、
使
人
の
ひ
と
り
雪
宅
満
が
壱
岐
島
で
亡
く
な
っ
た
の
は
、

流
行
し
て
い
た
疫
病
に
感
染
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

 （
36
） 　

望
、
出
亡
在
外
、
望
其
還
也
。（『
説
文
解
字
』
第
十
二
下
、
亡
部
） 

 （
37
） 　

た
と
え
ば
、『
代
匠
記
』
は
「
わ
れ
ら
は
勅
を
承
は
り
た
る
身
な
れ
は
、
事
お
は

る
か
き
り
か
へ
る
事
あ
た
は
す
。
あ
ま
は
身
を
心
の
ま
ゝ
に
す
る
を
、
魚
を
つ
る

に
心
を
い
れ
て
お
の
か
家
な
る
妻
と
も
の
待
こ
ふ
ら
ん
こ
と
を
も
お
も
は
ぬ
よ
と
、

わ
か
身
の
う
へ
よ
り
よ
め
る
な
り
」（
初
稿
本
）
と
言
い
、『
萬
葉
童
蒙
抄
』
は

「
只
あ
か
し
つ
る
を
と
云
義
に
、
う
の
言
葉
を
助
語
に
入
れ
て
、
句
を
整
へ
た
る
な

ら
ん
」
と
し
た
う
え
で
、「
お
の
が
わ
ざ
わ
ざ
我
身
も
は
る
ば
る
の
海
路
を
経
て
、

か
く
使
を
勤
む
る
事
も
、
其
身
の
家
業
に
等
し
か
れ
ば
、
あ
ま
の
し
わ
ざ
を
も
思

ひ
合
せ
て
、
感
情
を
催
し
た
る
な
ら
ん
」、『
萬
葉
考
』
は
「
海
人
の
家
人
の
待
恋

る
を
い
ひ
て
、
古
郷
人
の
恋
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
な
り
」
と
解
釈
、『
略
解
』
は

「
夜
も
帰
ら
ず
し
て
、
燈
を
明
く
と
も
し
て
釣
す
る
と
言
ふ
な
り
。
我
は
詔
に
よ
り

て
、
事
終
へ
ぬ
限
り
、
家
に
待
ち
恋
ふ
る
人
有
り
と

家
に
待
ち
恋
ふ
る
人
有
り
と
も
え
帰
り
難
き
を
、
海
人
は

己
が
心
の
ま
ま
な
る
に
、
家
人
の
待
つ
ら
ん
を
も
思
は
ぬ
事
よ
と
、
我
が
上
よ
り

詠
め
る
な
り
」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
あ
っ
て
、『
代
匠
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
だ

が
、
家
人
が
自
分
の
帰
り
を
待
ち
恋
う
て
い
る
と
い
う
こ
と
（
破
線
部
）
を
よ
り

強
調
す
る
。 

 （
38
） 　
『
萬
葉
動
物
考
』
人
文
書
院
一
九
三
五
年
・
四
〇
四
〜
五
頁
。
初
出
一
九
三
四
年 

 （
39
） 　

注（
16
）
前
掲
書
・
五
八
頁
参
照
。
初
出
一
九
八
八
年 

 （
40
） 　

な
お
、
注
釈
書
の
う
ち
、『
私
注
』・『
全
注
』
は
「
奄
」
を
タ
チ
マ
チ
ニ 

と
は

訓
ま
ず
ヒ
サ
シ
ク
と
訓
み
、
第
一
首
を
題
詞
と
関
係
づ
け
て
理
解
す
る
が
、
第
二
・

三
・
六
首
が
月
と
は
か
か
わ
ら
ず
、「
對
此
華
（
此
ノ
華
ニ
対
ヒ
）」
の
部
分
と
対
応

し
な
い
。 


